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No 図　面　名　称 縮尺 備　考 No 図　面　名　称 縮尺 備　考

【 建築工事 】

A-1 位置図 1/5,000

A-2 全体配置図 1/150

A-3 特記仕様書1 NONE

A-4 特記仕様書2 NONE

A-5 特記仕様書3 NONE

A-6 特記仕様書4 NONE

A-7 特記仕様書5 NONE

A-8 建物概要・仕上表（改修前・改修後） 1/50

A-9 地階平面図（改修前・改修後） 1/50

A-10 1階平面図（改修前・改修後） 1/50

A-11 屋根伏図（改修前・改修後） 1/50

A-12 天井伏図（改修前・改修後） 1/50

A-13 北面・南面立面図（改修前・改修後） 1/50

A-14 西面・東面立面図（改修前・改修後） 1/50

A-15 断面図1（改修前・改修後） 1/50

A-16 断面図2（改修前・改修後） 1/50

A-17 仮設図（参考図） 1/50

A-18 鉄骨標準図（1） NONE

A-19 鉄骨標準図（2） NONE

A-20 鉄骨標準図（3） NONE

A-21 伏図・部材リスト 1/50

A-22 軸組図 1/50

A-23 A通　補強詳細図 1/20

A-24 C通　補強詳細図 1/20

A-25 3通　補強詳細図 1/20

A-26 1通　補強詳細図 1/20

A-27 床改修詳細図 1/20

A-28 屋根改修詳細図 1/20

A-29 外壁改修図（北面・南面） 1/50

A-30 外壁改修図（西面・東面） 1/50

A-31 建築設備平面図（改修前・改修後） 1/50

A-32 建築設備断面図1（改修前・改修後） 1/50

A-33 建築設備断面図2（改修前・改修後） 1/50

A-34 建築設備断面図3（改修前・改修後） 1/50

木曽岬町弘法池受水場耐震補強工事

図　 面　 目　 録
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工 事 特 記 仕 様 書 （ 改 修 ）
１２ 建築材料等

Ⅰ．工事名称

Ⅱ．工事概要

１ 工事場所

２ 敷地面積

３ 工事内容

構造

棟名称

建築面積

延べ面積

工事項目

Ⅲ．建築改修工事仕様

１ 共通仕様

図面及び特記仕様書に記載されていない事項は、「三重県公共工事共通仕様書 令和6年7月制定版」及び「公共建築改修工事標準仕様書（建築工

事編）令和4年版（以下「改修標準仕様書」という。）」による。

２ 特記仕様

(1) 項目は、番号に○印の付いたものを適用する。

(2) 特記事項は、○印の付いたものを適用する。

(3) 項目欄に記載の（ ）内表示番号は改修標準仕様書の該当項目等を示す。

章 項目

１ 

一

般

共

通

事

項

１）公共建築改修工事標準仕様書（建築工事編）

２）建築工事標準詳細図

２ 施工条件
(1.3.5)

国土交通大臣官房官庁営繕部監修（令和4年版）

国土交通大臣官房官庁営繕部監修（令和4年版）

・ 監督員と協議し決定する。

施工可能日 ・ 指定なし

・ 一部に土、日曜日、祝祭日施工あり

施工可能時間帯 ・ 指定なし ・ 時 ～ 時

概成工期 ・ 指定なし ・ 年 月

週休2日制工事 ・ 月単位 ・ 通期

１７ 完成図等

３ 部分引渡し、部

分使用

・ 部分引き渡しあり ・ 部分使用あり

指定部分（

時 期（

）

年 月 日～ ）

４ 埋蔵文化財調査 

・ 発掘調査等の実施あり

・ 試掘調査の実施あり(発見された場合、発掘調査等の実施あり)

５ 発生材の処理等

(1.3.12)

・ 本工事は、その施工に特定建設資材を使用する新築工事等であって、その規模が「建設工事に係る資材の再資源化等に

関する法律」（平成12年5月31日法律第104号。以下「建設リサイクル法」という。）施行令で定める建設工事の規模に

関する基準以上の工事であるため、建設リサイクル法に基づき分別解体等及び特定建設資材の再資源化等の実施につい

て適正な措置を講ずることとする。

工事契約後に明らかになったやむをえない事情により、予定した条件により難い場合は、監督員と協議するものとする。

分別解体等の方法

工程

造成等

基礎・基礎ぐい

上部構造部分・外装

屋根

建築設備・内装等

その他

（ ）

・ 引き渡しを要するもの ・ 有（

・ 特別管理産業廃棄物 ・ 有（

（

・ 再資源化を図るもの

作業の有無

・ 有 ・ 無

・ 有 ・ 無

・ 有 ・ 無

・ 有 ・ 無

・ 有 ・ 無

・ 有 ・ 無

分別解体等の方法

・手作業

・手作業、機械作業の併用

・手作業

・手作業、機械作業の併用

・手作業

・手作業、機械作業の併用

・手作業

・手作業、機械作業の併用

・手作業

・手作業、機械作業の併用

・手作業

・手作業、機械作業の併用

）

） 処理方法（

）

・ コンクリート塊

・ アスファルトコンクリート塊

・ 建設発生木材

様書(9.1.5)に従い処理する。

成形板等の解体・撤去にあたっては、事前に石綿含有に係る施工調査を行う。含有が判明した等の場合、改修標準仕

６ 建設副産物情報

の登録

交換システムへ

請負金額100万円以上の工事において、受注者は工事着手前に「再生資源利用計画書」（建設資材の搬入がある場合）及び

「再生資源利用促進計画書」(建設副産物の搬出がある場合）を作成し、施工計画書に含めて監督員へ写しを提出するととも

に法令等に基づき、再生資源利用計画及び再生資源利用促進計画を工事現場の公衆が見やすい場所に掲げなければならない。

また、工事完了後には「再生資源利用実施書」（建設資材の搬入があった場合）及び「再生資源利用促進実施書」（建設

副産物の搬出があった場合）をすみやかに作成し、監督員へ写しを提出すること。

なお、各計画書及び実施書の作成等は、JACICが運営する「建設副産物情報交換システム」に登録のうえ、行うこと。

７ 三重県産業廃棄 

から８月31日までの間に別に定める様式に産業廃棄物税納付証明書を添付して当該工事の発注者に対して支払請求を行うこと

ができる。

なお、この期間を超えて請求することはできない。また、産業廃棄物処理集計表（マニフェストの数量の集計）を超えて請

求することはできない。

物税

８ 電気保安技術者

(1.3.3)

９ 技能士

１０ 施工数量調査

(1.7.2)

(1.6.2)

破壊部分の補

修

特
記
事
項

配置する

職種別に可能なものについては、積極的に活用のこと。

調査範囲及び調査方法 ・ 工種別の特記による

１１ 調査のための 

(1.6.3)

設

計

） ・（ ）

２４ 総合評価方式

２５ 不当介入を受

けた場合の措

置

）

・ 水銀使用製品産業廃棄物 ・ 有（ ・ 蛍光ランプ ・ HIDランプ ・（

・ 現場において再利用を図るもの

））

１９ 電子納品

１８ 完成写真

日

特記事項

１３ 化学物質の濃

度測定

(1.7.9)

三重県桑名郡木曽岬町川先　地内

木曽岬町弘法池受水場耐震補強工事

3,087.00m2

ポンプ棟

地上部：鉄骨造　地下部：鉄筋コンクリート造

117.65m2

124.19m2

１） 本工事に使用する建築材料等は、設計図書に定める品質及び性能を有する新品とするほか「建築材料・設備機材等品質

３） 製材等、フローリング又は再生木質ボードを使用する場合は、三重県「環境物品等の調達方針」に従い、あらかじめ「

２） 本工事で使用する建設資材の調達にあたっては、極力県内の取扱業者から購入するよう努めること。

上であれば、県内生産品の優先使用に努めること。

性性能評価事業建築材料等評価名簿」（最新版）（以下「評価名簿」という。）と同等とする。品質が求められる水準以

木材・木材製品の合法性、持続可能性の証明のためのガイドライン」に準拠した証明書を、監督員に提出すること。

４） 本工事に使用する木材は、原則として県産材を使用するほか、品質が求められる水準以上であれば、県産材のJAS

製材品及び「三重の木」利用推進協議会が認証する「三重の木」の優先利用に努めること。

耐震補強、屋根防水改修、外壁改修、その他改修
６) 下記製品を本工事で使用する場合は、三重県リサイクル製品利用推進条例に基づく認定製品を使用する。ただし認定製

５） 本工事に使用する建築材料のホルムアルデヒド放散量等は、F☆☆☆☆以上とする。

品が入手できない場合は、監督員と別途協議を行うこと。

７) 下記製品を本工事で使用する場合は、三重県リサイクル製品利用推進条例に基づく認定製品を使用するように努める。

（認定製品の品名： ）

認定製品の品名： ・ 間伐材製工事用バリケード ・ 間伐材工事用看板 ・ 間伐材標示板 ・ （

測定対象化学物質（●で示したものとする。）

適用

その他

住宅

報告書提出部数 ２部

測定時期 ・ （

●

●

●

●

●

●学校,教育施設

●

●

●

測定対象室及び測定個所数 ・ 図示（図面番号：

測定方法（ ・ パッシブ法 ・ アクティブ法）

）

●

●

●

） ・（

●

●

●

）

●

）

２９ 労働安全衛生

法に基づく労

働災害防止措

置

３０ 建築基準法に

基づき定まる

風圧及び積雪

荷重

３１ 火災保険等

２８ 工事の一時中

止

工事の一時中止の取り扱いについては「工事の一時中止のガイドライン」（平成29年7月 三重県県土整備部）による。

三重県建設工事請負契約書第20条の規定により工事の一時中止の通知を受けた場合は、中止期間中における工事現場の管理に

関する計画（以下「基本計画書」という。）を発注者に提出し、協議する。

すること、中止に伴う工事現場の体制の縮小と再開に関すること及び工事現場の維持･管理に関する基本的事項を明らかにする。

なお、基本計画書には、中止時点における工事の出来形、職員の体制、労務者数、搬入材料及び建設機械器具等の確認に関

工事の施工を一時中止する場合は、工事の続行に備え工事現場を保全すること。

労働安全衛生法第30条第１項に規定する措置を講ずる必要がある場合、その措置を講ずべき者として、同法第30条第２項の

規定に基づき、本工事の請負者を指名する。この場合における指名への同意は、本工事の請負契約を締結することにより得ら

れたものとみなす。

建築基準法に基づき定められた区分等

基準風速 Vo=34 m/s

地表面粗度区分（ ・ Ⅱ ・ Ⅲ）

積雪区分（ ）㎝

三重県建設工事請負契約書５２条第1項の規定により,火災保険、建設工事保険又はその他の保険等に加入し、その加入証券

等を提示しなければならない。

１） 保険の目的物 工事目的物及び工事材料（支給材料を含む）

２） 保険の加入期間 工事着手後速やかに加入し、完成引き渡しまでの間

３） 保険金額 原則として請負金額に相当する金額

３２ 不正軽油の使

用の禁止

１４ 特別な材料の

工法

１５ 騒音・振動の

防止

１６ 工事写真 営繕工事写真撮影要領(国土交通省大臣官房官庁営繕部 (令和5年版)）に従い撮影すること。

なお、デジタル工事写真の小黒板情報電子化を行う場合は、「デジタル工事写真の小黒板情報電子化について（令和5年3月1日

付け国営建技第14号）」による。

作成する ・ 完成図( ・ A2版二つ折り製本 ・ 1部 ・(

完成図作図範囲（設計図面同程度とする）

)) ・（ ）

完成図はＣＡＤにより作成することとし、著作権（著作権法第27条及び第28条に規定する権利を含む）にかかる

使用権は発注者に移譲するものとする。

デジタルカメラで撮影し、全てＬ版相当サイズで印刷する。（Ａ４版用紙に１ページあたり３枚） １部

箇所数は外観４面各室２面程度とし、規定の箇所数が確保できない場合には、監督員と協議すること。

・ アルバム（大きさ335㎜×290㎜程度、カラー） １部

工事写真は、「営繕工事に係る電子納品マニュアル（デジタル工事写真編）」等に基づき電子媒体も提出すること。

（提出部数 ・ ３部 ・ 部）

工事完成図書は、「営繕工事に係る電子納品マニュアル（工事完成図書編）」に基づき電子媒体も提出すること。

（提出部数 ・ ３部 ・ 部）

２０ 設備工事との

・ 図示した鉄筋コンクリート部の貫通孔・開口部の補強

・ 図示した壁・天井の仕上材・下地材の切込み及び補強

・ 自動閉鎖装置取付け箇所の切込み及び補強

・ 駆動装置が電動による建具等の２次側の配管・配線及び 操作スイッチ

取合い

施工図

・ 設備機器の位置、取合い等の検討できる施工図を提出して、監督員の承諾を受けること。

２１ 既存部分等へ

の処置

(1.3.13)

２２ 事故の発生時 工事の施工中に事故が発生した場合には、直ちに監督員に通報するとともに、所定の様式により工事事故発生報告書を監督

員が指示する期日までに、監督員に提出すること。

また、事故発生後の措置について監督員と協議を行うとともに、当該事故に係る状況聴取、調査、検証等に協力すること。

２３ 下請次数制限

企業優先使用

本工事における下請の次数は、２次（建築一式工事は３次）までとする。なお、その次数を超える下請契約を締結する場合

及び県内(管内) は、下請契約締結前に書面により発注者の承諾を得ること。

本工事において、下請契約を締結する場合は、当該契約の相手方（２次以下の請負人を含む）を三重県内に本店（建設業法

において規定する主たる営業所を含む）を有する者の中から選定するように努めること。また、工事場所を所管する建設事務

所管内又は隣接する建設事務所管内に本店（建設業法において規定する主たる営業所を含む）を有する者を優先して選定する

よう努めること。なお、県外企業を下請契約の相手方に選定する場合は、下請契約締結前に書面により発注者に報告を行うこ
と。

で、貴社の評価点において発注工事の加算点（満点）の１割を減点します。

本工事で提案不履行があった場合は、本工事完成年度の翌年度に総合評価方式で発注する案件（以下「発注工事」という。）

１） 受注者は暴力団員等（三重県公共工事等暴力団等排除措置要綱第２条第１項第１２号）による不当介入を受けた場合は、

暴力団員等による不当介入（三重県公共工事等暴力団等排除措置要綱第２条第１項第１４号）を受けた場合の措置について

断固としてこれを拒否するとともに、不当介入があった時点で速やかに三重県警察本部に通報を行うとともに、捜査上必

要な協力を行うこと。

２） １)により三重県警察本部に通報を行うとともに、捜査上必要な協力を行った場合には、速やかに発注者に報告するこ

３） 受注者は暴力団員等により不当介入を受けたことから工程に遅れが生じる等の被害が生じた場合は、発注者と協議を行

うこと。

と。発注者への報告は必ず文書で行うこと。

２６ 消防法関係の

手続き

１） 消火器に係る消防用設備等設置届出書の作成

・本工事（ ・ 建築工事 ・ 電気設備工事 ・ 機械設備工事） ・ 別途工事

２） 防火対象物使用開始届出書

書類の作成（電気設備図面の作成及び電気設備に関する部分の記入）を行うこと。

２７ 主任技術者又

は監理技術者

１） 技術者要件

２） 専任を要しない期間

工事現場に配置する主任技術者又は監理技術者は、本工事の入札公告で定める技術者要件を満たす者としなければならない。

（１） 現場施工に着手するまでの期間

請負契約の締結後、現場施工に着手するまでの期間（現場事務所の設置、資機材の搬入又は仮設工事等が開始されるま

での期間）については、主任技術者又は監理技術者の工事現場への専任を要しない。なお、現場施工に着手する日につい

ては、請負契約締結後、監督員との打合せにおいて定める。

（２） 検査終了後の期間

工事完成後、検査が終了し（発注者の都合により検査が遅延した場合を除く。）、事務手続、後片付け等のみが残って

いる期間については、主任技術者又は監理技術者の工事現場への専任を要しない。なお、検査が終了した日は、発注者が

工事の完成を確認した旨、受注者に通知した日とする。

縮

　中日本建設コンサルタント株式会社 

尺
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A3:S=

NON
NON

木曽岬町弘法池受水場耐震補強工事

図 名
特記仕様書 1

図 番

A-3 R8年2月

４ 仮設間仕切り

(2.3.2)

(表2.3.1)

屋内の仮設間仕切り ・ Ａ種 ・ Ｂ種 ・ Ｃ種

合板 厚さ ・ ９㎜ ・（

せっこうボード 厚さ ・9.5mm ・（

合板又は石こうボードの塗装 ・ 行う

仮設扉 設置箇所 ・ 図示（図面番号：

）

）

・ 行わない

） 仕様 ・ 合板張り木製扉 ・ （ ）

３ 既存部分の養生

(2.3.1)

(表2.2.1)

２

仮

設

工

事

１ 騒音・粉じん等

(2.1.3)

の対策

２ 足場等 (2.2.1)

・ 防音パネル 設置範囲 ・ 図示（図面番号：

・ 防音シート 設置範囲 ・ 図示（図面番号：

）

）

足場を設ける場合には、「手すり先行工法等に関するガイドライン」によるものとし、足場の組立て、解体又は変更の

作業は、同ガイドラインの別紙１「手すり先行工法による足場の組立て等に関する基準」における２の（２）手すり据置

き方式又は（３）手すり先行専用足場方式により行うこと。

外部足場 ・ 設置する（設置範囲 ・ 工事に必要な範囲 ・

防護シート ・ 設置する（設置範囲 ・ 工事に必要な範囲 ・

内部足場 ・ 設置する（ ・ ）

材料、撤去材等の運搬方法

種別（ ・ Ａ種 ・ Ｂ種 ・ Ｃ種

Ｃ種：利用可能なエレベーター（

Ｄ種：利用可能な階段 （

）

）

・ 設置しない

・ Ｄ種 ・ Ｅ種 ）

）

）

高さが５ｍ以上の箇所での作業を行う場合、労働安全衛生規則の各規定により使用する要求性能墜落制止用器具はフルハ

ーネス型とし､｢墜落制止用器具の規格｣(平成31年1月25日厚生労働省告示第11号)によるものとする。

既存部分の養生 ・ 図示（図面番号：

既存ブラインド・カーテンの養生

養生方法（ ）

）

保管場所 ・ 構内既存施設内 ・（

固定された備品、机、ロッカー等の移動 ・ 行う ・ 行わない

）

・ 設置しない

・ 設置しない

工事施工に際し、既存部分を汚損した場合又は損傷した場合は、監督職員に報告するとともに承諾を受けて現状に準じて補

修する。

３３ 技術検査

３４ 保全に関する

資料

３５ 屋外広告物

３６ 社会保険等未

加入対策

３７ 現場での安全

原則)

工事現場で使用し、又は使用させる車両（資機材等の搬出入車両を含む。）並びに建設機械等の燃料として、不正

軽油(地方税法第144条の32(製造等の承認を受ける義務等)の規定に違反する燃料をいう。)を使用してはならない。

２） 調査の協力

受注者は、県が使用燃料の採油調査を行う場合には、その調査に協力しなければならない。また、受注者は下請負者等

に同調査に協力するよう管理及び監督しなければならない。

３） 是正措置

受注者は、不正軽油の使用が判明した場合は、速やかに是正措置を講じなければならない。また、受注者は下請負者等

に不正軽油の使用が判明した場合は速やかに是正措置を講じるよう管理及び監督しなければならない。

中間技術検査

・ １部 ・（

実施回数 ・

）

回 実施する段階 ・（ ）

屋外広告物を設置する場合は、「三重県屋外広告物条例」第２３条に規定する屋外広告業の登録事業者であること。

適用除外でないにも関わらず、社会保険等に未加入である建設業者を下請負人としてはならない。

認すること。また、発注者が加入状況を証明する書類の提出又は提示を求めた場合、速やかに対応すること。

受注者は、施工体制台帳・再下請負通知書・作業員名簿により下請業者が社会保険等に加入しているかどうかを確

受注者は、工事中の適切な安全確保の措置等の一切の手段について、自らの責任において定め、工事を実施すること。

確保(自主施工

３８ 設計図書の照査

協議を行い、指示を受けた後、受注者として適切な安全確保の措置を講じたうえで、工事を実施すること。

設計図書に明示された施工条件と工事現場が一致せず、安全確保のために指定仮設の変更や計上が必要な場合は、監督員と

契約書第18条第1項1号から5号に該当する事実がない場合についても、その旨を監督員に報告すること。

三重県公共工事共通仕様書第1編1章1-1-1-3 2.設計図書の照査に基づく照査を実施すること。また、照査の実施において、

なお、監督員の請求があった場合は、照査の実施が確認できる資料を提示すること。

３９ 石綿含有建材の

調査
(1.5.1)

・ 石綿含有建材の事前調査

・ 分析調査

調査範囲 ・ 改修部分すべて ・（ ）

貸与資料 ・ 既存の設計図書 ・ 石綿含有建材の調査報告書 ・（　　 ）

分析対象 アクチノライト､アモサイト､アンフィライト､クリソタイル､クロシドライト､トレモライト

分析方法

材料名
定性分析法

JIS A 1481-2

・箇所数(

サンプル数 1箇所あたり3サンプル

・箇所数(

JIS A 1481-1

)

)

採取箇所 ・図面(図面番号： ） ・（

定量分析法

JIS A 1481-4

・箇所数(

・箇所数(

）

JIS A 1481-5

JIS A 1481-3

)

)

低騒音型・低振動型建設機械の指定に関する規程に基づき指定された建設機械の使用に努めること。

改修標準仕様書に記載されていない特別な材料の工法は当該製品の指定工法による。

施工範囲

１） 一般事項

施設用途 ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ トルエン キシレン ｴﾁﾙﾍﾞﾝｾﾞﾝ スチレン ﾊﾟﾗｼﾞｸﾛﾛﾍﾞﾝｾﾞﾝ

補修方法 ・ 図示（図面番号：

本工事には産業廃棄物税相当分が計上されていないため、受注者が課税対象となった場合には完成年度の翌年度の４月１日

埋蔵文化財の調査が行われる場合は協力すること。

１ 適用基準等

年 月 日

30

・箇所数( ) ・箇所数( )

複層塗材E

モルタル金鏝仕上げ

ケイ酸カルシウム板



５ 監督員事務所 ・ 構内建物内の一部を使用する。

(2.4.1) 

監督員事務所の規模(単位:㎡)

適用

規模

監督員事務所の仕上げ

部 位 等

床

内壁・天井

屋根

６ 監督員事務所の

設備、備品等
(2.4.1)(2)(ｱ)

種類

数量

種類

数量

種類

数量

７ 仮設便所

８ 工事用水

９ 工事用電力

１０ 交通誘導警備員

１ 既存防水層の処理

３

防

水

改

修

工

事

(3.1.4)

(3.2.6)

構内既存の施設

構内既存の施設

構内既存の施設

机・いす

長靴

消火器

組

足

個

仕 上 げ

合板張り又はビニール床シート張り

合板張り又はせっこうボード張り、合成樹脂エマルション塗り

塗装溶融亜鉛めっき鋼板張り、又は鉄板張り、調合ペイント塗り

書棚

雨合羽

掃除具

台

着

個

黒板・白板

保護帽

受注者加入電話

個

個

台

・ 利用できる ・ 利用できない

・ 利用できる（ ・ 有償 ・ 無償） ・ 利用できない

・ 利用できる（ ・ 有償 ・ 無償） ・ 利用できない

配置 ・ 図示（図面番号： 　　　　 ）

既存保護層（立上り部等）の撤去

・行う（・Ｐ０Ｄ ・Ｐ０ＤＩ ・Ｐ０ＡＳ ・Ｐ０ＡＳＩ ・Ｐ０Ｓ ・Ｐ０ＳＩ ・Ｐ０Ｘ）

・行わない

既存防水層（立上り部等）の撤去

・行わない

・行う（・Ｐ０Ｄ ・Ｐ０ＤＩ ・Ｐ０ＡＳ ・Ｐ０ＡＳＩ ・Ｐ０Ｓ ・Ｐ０ＳＩ ・Ｍ４Ｓ

・Ｍ４ＳＩ ・Ｓ４Ｓ ・Ｓ４ＳＩ ・Ｐ０Ｘ）
・Ｓ３Ｓ

既存露出防水層表面の仕上げ塗装の除去

・行う（・Ｍ４ＡＳ ・Ｍ４ＳＩ ・Ｍ４Ｃ ・Ｍ４ＤＩ ・Ｌ４Ｘ ）

・行わない

２ 既存下地の処理 既存下地の補修箇所の計上、長さ、数量等 ・図示（図面番号： ） ・（

・（ ）

）

(3.2.6) 

・改修標準仕様書[3.2.6(4)(ウ)(ｇ)①～③]

設備機器架台、配管受部、パラペット、貫通パイプ回り、手すり、丸環の取付け部、塔屋出入口等及び防水層末端部の

納まり部の処理 ・監督員と協議する ・（

３ アスファルト

防水

(3.3.2)～

(3.3.5)

(表3.3.3)～

(表3.3.10)

押え金物の材質、形状及び寸法

・アルミニウム製（Ｌ-３０×１５×２．０㎜程度） ・（

屋根保護防水

防水層の種類

工法

・Ｐ２Ａ

・Ａ-２

・Ａ-３

・Ｐ1Ｂ 

・Ｂ-２

・部分粘着

・砂付

・部分粘着

・砂付

・Ｐ２ＡＩ 

・ＡＩ-２

・ＡＩ-３

・Ｐ１ＢＩ

・Ｂ-２

・部分粘着

・砂付

・部分粘着

・砂付

・( ㎜)

種 別
の厚み

断熱材 絶縁用シート

・ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｨﾙﾑ

(0.15㎜以上)

・ﾌﾗｯﾄﾔｰﾝｸﾛｽ

・（

(70kg/㎡程度)

）

・ﾌﾗｯﾄﾔｰﾝｸﾛｽ
(70kg/㎡程度)

・（ ）

立上り部

保護

・乾式保護材

・コンクリート押え

・モルタル押え

・れんが押え

・設置する

・設置しない

断熱材、絶縁ｼｰﾄ

）

）

・Ｍ４Ｓ

・Ｐ０ＳＩ

・Ｓ３ＳＩ

・Ｓ４ＳＩ

・Ｍ４ＳＩ

５ 合成高分子系

シート防水

ルーフィング

(3.5.2)～
(3.5.4)

(表3.5.1)～
(表3.5.3)

屋根防水

防水層の種類

工法

・Ｐ０Ｓ

・Ｓ４Ｓ

種別

・Ｓ-Ｆ1

・Ｓ-Ｆ２

・Ｓ-Ｍ１

・Ｓ-Ｍ２

・Ｓ-Ｆ1

・Ｓ-Ｆ２

・Ｓ-Ｍ１

・Ｓ-Ｍ２

・ＳＩ-Ｆ1

・ＳＩ-Ｆ２

・ＳＩ-Ｍ１

・ＳＩ-Ｍ２

種類（

厚さ（

）

）

断熱材
仕上塗料

種類 使用料

・製造所の仕様

・（ 　　　）

・製造所の仕様

・製造所の仕様

・製造所の仕様

）

・製造所の仕様

ルーフィングシートの厚み（Ｓ-Ｆ2、Ｓ-Ｍ２）
・軽歩行（・Ｐ０Ｓ ・Ｓ４Ｓ ・Ｓ３Ｓ ・Ｍ４ＳＩ ）

・非歩行（・Ｐ０Ｓ ・Ｓ４Ｓ

絶縁用シート及び可塑剤移行防止用シートの材質

改修用ﾄﾞﾚﾝ

脱気装置

・設ける ・設けない

・設ける ・設けない

・製造所の仕様

・（

備 考

・設ける ・設けない

・設ける ・設けない

４

外

壁

改

修

工

事

１ 施工数量調査

掛時計

懐中電灯

FAX

台

個

個

温度計

衣類ロッカー

インターネット

個

台

台

100程度

４ 改質アスファル

トシート防水

(3.4.2)
(3.4.3)

(表3.4.1)～

(表3.4.3)

・Ｍ３ＡＳ
・Ｐ０ＡＳ

・Ｍ３ＡＳＩ

・Ｍ４ＡＳＩ

・Ｐ０ＡＳＩ

改質アスファルトルーフィングシートの種類及び厚さ

・改修標準仕様書 表3.4.1から3.4.3までによる ・（

粘着層付改質アスファルトルーフィングシートの種類及び厚さ

・改修標準仕様書 表3.4.1から3.4.3までによる ・（

部分粘着層付改質アスファルトルーフィングシートの種類及び厚さ

・改修標準仕様書 表3.4.1から3.4.3までによる ・（

）

）

）

屋根露出防水絶縁工法及び屋根露出防水絶縁断熱工法の脱気装置の種類及び設置数量

数量 ・改質アスファルトシートの製造所の指定 ・（ ）

設置数量 ・改質アスファルトシートの製造所の指定 ・（

屋根露出防水絶縁断熱工法の防湿用シート ・設置する ・設置しない

押え金物の材質、形状及び寸法

）

・アルミニウム製 Ｌ-30×15×20㎜程度 ・（ ）

１０ 保証書

防水層の種類

工法

・Ｍ４ＡＳ

８ とい

種別

・ＡＳ-Ｔ１

・ＡＳ-Ｔ２

・ＡＳ-Ｊ２

・ＡＳ-Ｔ３

・ＡＳ-Ｔ４

・ＡＳ-Ｊ１

・ＡＳ-Ｊ３

・ＡＳＩ-Ｔ１

・ＡＳＩ-Ｊ１

断熱材
仕上塗料

種類 使用料

・製造所の仕様

・（　　　 ） 

・製造所の仕様

・（

種類（

厚さ（

）

・製造所の仕様

・（ 　　　）

） 

）

脱気装置

・設ける ・設けない

改修用ドレン
・設ける ・設けない

脱気装置

改修用ﾄﾞﾚﾝ

防湿層

・設ける ・設けない

・設ける ・設けない

・設ける ・設けない

９ アルミニウム製

笠木

(3.8.2)

備 考 (表3.8.1)

(表3.8.2)

材種 ・ 硬質ポリ塩化ビニル管（カラー） ・ 配管用鋼管（白管）

・（ ）

とい受金物及び足金物

といの材種 受金物・足金物の材種

工法 ・ 図示（図面番号：

部材の種類

・ 押出し250形

(3.9.2)(3) (表3.9.1)

(3.9.3)(2) 

(3.9.2)(4)

(3.9.3)

・ 押出し350形

固定方法 ・（

表面処理 ・（

工法 既存笠木等の撤去

下地補修の工法

）

・ 押出し300形

・ 板材折曲げ形（本体幅（

㎜）

）

）

・ 図示（図面番号：

・ 図示（図面番号：

板材折曲げ形の笠木の取付方法 ・ 図示（図面番号：

笠木固定金具の工法 ・ 図示（図面番号：

材料名 保証年数

）

）

）

）

建築基準法に基づき定まる風圧力及び積雪荷重に対応した固定金具の間隔固定方法等は施工計画書として提出する。

工事区分

防水工事 ・防水

・シーリング

・10年 ・ 年

・ 5年 ・ 年

※防水施工業者、製作メーカー、受注者の連名により提出する。

・ 行う ・ 行わない

調査範囲 ・ 全面 ・（

・ はがれ及びはく落部分

・ 浮き部

調査方法 ・ 打診、目視及びクラックスケール等（ ・ 足場 ・ ゴンドラ）

報告書 ２部（立面図等に記載、必要に応じて写真添付）

２ 改修工法の種類

(4.1.4)

(4.1.5)

外壁

・ コンリート打放し

仕上げ外壁

種類

ひび割れ部

欠損部

ひび割れ部

欠損部

・Ｓ３Ｓ ・Ｍ４ＳＩ ）

防湿用フィルム（ＳＩ-Ｆ２、ＳＩ-Ｍ２） ・設置する ・設置しない

ルーフィングシートの種類及び厚さ ・改修標準仕様書 表3.5.1～3.5.3までによる

・発泡ポリエチレンシート ・（

固定金具の材質及び寸法形状

・厚さ0.4mm以上の防錆処理した鋼板、ｽﾃﾝﾚｽ鋼板又は樹脂積層加工した鋼板 ・（

脱気装置の種類及び設置数量 ・ルーフィングシートの製造所の仕様 ・（

接着工法の目地処理 ・プレキャストコンクリート下地（・ ）

プレキャストコンクリート部材の入隅部の増張り（種別S-F1、SI-F1の場合） ・行う ・行わない

機械的固定工法の場合の一般部のルーフィングシートの張付け

・建築基準法に基づき定まる風圧力の（ ）倍の風圧力に対応した工法

屋内防水

工法

防水層の種類

保護層

塗り厚さ

・P１S Ｓ-Ｃ１

平場のモルタル塗り

・床塗り工法

工法

・下地モルタル塗り

床塗りの場合の床の目地

目地割り（・２㎡程度 最大目地間隔３ｍ程度

改質アスファルトルーフィングシートの種類及び厚さ
・改修標準仕様書 表3.3.3から3.3.9までによる ・（

部分粘着層付改質アスファルトルーフィングシートの種類及び厚さ

・改修標準仕様書 表3.3.3から3.3.9までによる ・（

平場の保護コンクリート

こて仕上げ 厚さ ・水下80㎜以上 ・（

平坦さ ・a種 ・b種

床タイル張り

屋根排水溝

屋根露出防水

防水層の種類

工法 種別

・Ｍ４Ｃ

・Ｍ３Ｄ

・Ｐ０Ｄ

・Ｐ０ＤＩ

・Ｍ３ＤＩ

・Ｍ４ＤＩ

・Ｃ-1

・Ｃ-2

・Ｃ-3

・Ｃ-4

・Ｄ-1

・Ｄ-2

・ＤＩ-1

・ＤＩ-2

断熱材
仕上塗料

種類

・製造所の仕様

・（ ）

・製造所の仕様

・（

種類（

厚さ（

）

）

・製造所の仕様

・（ ）

使用量

・製造所の仕様

・（

）

・製造所の仕様

・（ ）

・製造所の仕様

・（

種類 ・アスファルトルーフィング類の製造所の指定 ・（

）

屋根露出防水絶縁工法及び屋根露出防水絶縁断熱工法の脱気装置の種類及び設置数量

屋根露出防水絶縁断熱工法の場合のルーフドレン回り及び立上り部周辺の断熱材の張りじまい位置 ・図示（

） 設置数 ・（

屋内防水

防水層の種類

工法
・Ｐ１Ｅ

・Ｐ２Ｅ

Ｅ-１の工程３を行う部位

特
記
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保護層

・Ｅ－１

・Ｅ－２

 ・設ける

・貯水槽、浴槽等常時水に接する部位 ・（ ）

）

）

）

脱気装置
・設ける

改修用ドレン
・設ける

備 考

厚さ ・水下60㎜以上

・図示（図面番号： ）

）

・c種

・（ ）

目地の種類（・押し目地 ・

）
６ 塗膜防水

） (3.6.3)

(表3.6.1)～
(表3.6.3)

屋根防水
防水層の種類

工法

・Ｐ０Ｘ 

・Ｘ-１Ｈ

・Ｘ-２

・Ｘ-２Ｈ

・Ｘ-１

・Ｘ-１Ｈ

・Ｘ-２

・Ｘ-２Ｈ

・Ｌ４Ｘ

屋内防水
防水層の種類

工法

・設けない

・設けない ７ シーリング

(3.7.2)

(表3.7.1)

・Ｐ１Ｙ

・Ｐ２Ｙ

材料

種類

・ SR-1

・ MS-2

・ PS-2

・ PU-2

(3.7.4～7) 

・ シーリング充填工法

・ 拡幅シーリング再充填工法

(3.7.8) 

・ 簡易接着性試験

設

計

材種

シリコーン系

変成シリコーン系

ポリサルファイド系

ポリウレタン系

・ シーリング再充填工法

・ ブリッジ工法

・ 引張接着性試験 ・ 行わない

縮

　中日本建設コンサルタント株式会社

尺

A1:S=
A3:S=

NON
NON

屋根防水、建具廻り

施工箇所

(4.2.4)(3)

(4.2.7)

(4.3.8)

(4.2.4)(4)

(4.2.8)

(4.3.9)

(4.3.5)(5)

(4.3.10)

仕上塗料

種類 使用料

・製造所の仕様

・（ 　　　） 改修用ﾄﾞﾚﾝ

脱気装置

備 考

・設ける ・設けない

・設ける ・設けない

・設ける ・設けない ３ 改修工法等

ウレタンゴム系塗膜防水Ｘ-１（絶縁工法）の脱気装置の種類及び設置数量

・ 主材料の製造所の仕様 ・（ ）

種別

・Ｙ-２

・Ｙ-２

保護層

・設けない

・設ける 

・設ける
(4.2.4)(2)

(4.2.6)

(4.3.7)

(4.2.4)(1)

(4.2.5)

(4.3.6)

(4.4.6)

・ 塗り仕上げ外壁 新規仕上げ

・ 樹脂注入工法

種類 ・ 自動式低圧エポキシ樹脂注入工法

・ 機械式エポキシ樹脂注入工法

・ 手動式エポキシ樹脂注入工法

コア抜取検査 ・ 行う ・ 行わない

・ 抜取り個数（ ）

・ Ｕカットシール材充填工法

材料 ・ シーリング用材充填 （ ・ＰＵ－１

シーリング材の上にポリマーセメントモルタル充填

・ 可とう性エポキシ樹脂充填

・ 行う ・ 行わない

・ シール工法

材料 ・ パテ状エポキシ樹脂

・ 充填工法

材料 ・ エポキシ樹脂モルタル

・ モルタル塗替え工法
材料 ・ 現場調合材料

・ 既製目地材の適用及び形状（

・ 可とう性エポキシ樹脂

・ ポリマーセメントモルタル

・ 既調合材料

）

目地

）

・

立上り部の保護モルタルの塗厚

・7㎜以上
・（

）

）

・ タイル張り仕上げ

外壁
浮き部

ひび割れ部

欠損部

）

・（

）

浮き部

）

）

・ モルタル塗り仕上

げ外壁

改修工法

・ 樹脂注入工法

・ Ｕカットシール材充填工法

・ シール工法

・ 充填工法

・ 樹脂注入工法

・ Ｕカットシール材充填工法

・ シール工法

・ 充填工法

・ モルタル塗替え工法

・ アンカーピンニング

・ 全面エポキシ樹脂注入工法

・ 部分エポキシ樹脂注入工法

・ 全面ポリマーセメントスラリー注入工法

・ 注入口付アンカーピンニング

・ 部分エポキシ樹脂注入工法

・ 全面エポキシ樹脂注入工法

・ 全面ポリマーセメントスラリー注入工法

・ 充填工法

・ モルタル塗替え工法

・ 樹脂注入工法

・ タイル部分張替え工法

・ タイル張替え工法

・ アンカーピンニング

・ 部分エポキシ樹脂注入工法

・ 全面エポキシ樹脂注入工法

・ 全面ポリマーセメントスラリー注入工法

・ 注入口付アンカーピンニング

・ 部分エポキシ樹脂注入工法

・ 全面エポキシ樹脂注入工法

・ 全面ポリマーセメントスラリー注入工法

・ タイル張替え工法

・ タイル部分張替え工法

・ エポキシ樹脂注入タイル固定工法

・ 目地ひび割れ部改修工法

・ 伸縮調整目地改修工法

・ 薄付け仕上塗材塗り

・ 厚付け仕上塗材塗り

・ 複層仕上塗材塗り

・ 可とう形改修用仕上塗材塗り

・ マスチック塗材塗り

・ 外壁用塗膜防水材塗り

注入量（ 30g/穴 ）注入間隔（ 16本/m2 ）

注入量（

注入量（

）注入口間隔（

）注入口間隔（

・ 抜取り部分補修方法（

・ ＰＵ－２ ・（

）

））

）

調査項目 ・ ひび割れ部（・ 幅0.2㎜ ・ 0.2㎜～1.0㎜ ・ 1.0㎜以上）

）㎜、板厚 ・ 2.0㎜ ・（ ））

形状 取付け間隔

）

）

・ 仕上げ厚（

木曽岬町弘法池受水場耐震補強工事

図 名
特記仕様書 2

）

図 番 

R8年2月

 ・設けない

・ＡＩ-１

・Ｂ-１

・Ｂ-１

・Ａ-１

65程度35程度20程度10程度

・製造所の仕様

・製造所の仕様 ・製造所の仕様

・（ ） ・（　　　 ）

・（ 　　　）

改修用ﾄﾞﾚﾝ

脱気装置・製造所の仕様 ・製造所の仕様

・（ 　　　） ）・（

・（ 　　　） ）・（

・（ 　　　） ）・（

・設ける ・設けない脱気装置

・Ｘ-１ 脱気装置

・製造所の仕様

・製造所の仕様 ・製造所の仕様

・（ 　　　）

・（ 　　　） ・（ 　　　）

種別

工法

シーリング材の試験

種別

Ｐ０Ｓ工法、Ｐ０ＳＩ工法（機械固定工法）の既存保護層を撤去し防水層を非撤去とした立上り部等の処理

・ 設置する

固定金具の間隔（

冷暖房機器

年 月 日

種別

・設けない

外壁ALC

A-4



(4.3.5)(6)

(図4.3.1)

(4.3.11)(4.4.9)

(4.3.5)(6)

(図4.3.2)

(4.3.13)

(4.3.5)(6)

(4.4.11)

(図4.3.2)

(4.3.14)

(4.3.5)(7)

(4.4.12)

(図4.3.3)

(4.3.15)

(4.3.5)(7)

(4.4.13)

(図4.3.4)

(4.3.16)

(4.3.5)(7)

(4.4.14)

(図4.3.4)

(4.4.15)

・ アンカーピンニング部分エポキシ樹脂注入工法

材料 ・ ステンレス鋼（ＳＵＳ３０４）

アンカーピンの本数 ・ 標準 ・（

・（

(4.3.12) (4.4.10)

・ アンカーピンニング全面エポキシ樹脂注入工法

材料 ・ ステンレス鋼（ＳＵＳ３０４）

アンカーピンの本数び注入口の数 ・ 標準 ・（

・（

・ アンカーピンニング全面ポリマーセメントスラリー注入工法

材料 ・ ステンレス鋼（ＳＵＳ３０４）

アンカーピンの本数び注入口の数 ・ 標準 ・（

・（

・ 注入口付アンカーピンニング部分エポキシ樹脂注入工法

注入口付アンカーピンの本数 ・ 標準 ・（

材料 ・ ステンレス鋼（ＳＵＳ３０４） ・（
呼び径 ・ ６㎜ ・（ ）

・ 注入口付アンカーピンニング全面エポキシ樹脂注入工法

材料 ・ ステンレス鋼（ＳＵＳ３０４）

呼び径 ・ ６㎜ ・（ ）

・ 注入口付アンカーピンニング全面ポリマーセメントスラリー注入工法

材料

注入口付アンカーピンの本数及び注入口の配置 ・ 標準 ・（

・ ポリマーセメントスラリー（ ）

呼び径 ・ ６㎜ ・（

・ 注入口付アンカーピン（ ・ ステンレス鋼（ＳＵＳ３０４） ・（

）

・ 注入口付アンカーピンニングエポキシ樹脂注入タイル固定法

注入口付アンカーピンの本数 ・（ ）

材料 ・ ステンレス鋼（ＳＵＳ３０４） ・（

呼び径 ・ ６㎜ ・（ ）

(4.4.5) タイル部分張替え工法及びタイル張替え工法

材料

施工箇所 形状

・役物（・一体成型 ・接着加工）

外壁タイル接着張りのシーリング材

打継ぎ目地及びひび割れ誘発目地 ・（

伸縮調整目地及びその他の目地 ・（

(4.4.7) ・ タイル部分張替え工法

張替え材料

）

）

・ ポリマーセメントモルタル

・ 接着剤（一液反応硬化形変成シリコーン樹脂）（目地詰め ・有り ・無し ）

一か所当たりの張替え面積が0.25㎡を超える箇所 ・有り ・無し

(表4.4.2)

(4.4.8)

(4.4.5) ・ タイル張替え工法

タイルの種類

・ 外装 タイル

・ ユニットタイル

(4.4.8)(3)

(4.4.8)(8)

(4.4.5)(5)

(4.4.16)

タイルの大きさ

小口平二丁掛100角

小口以上二丁掛け以下

50二丁掛以下

試験張り ・ 行う ・ 行わない

見本焼き ・ 行う ・ 行わない

有機系接着剤張りのコンクリート素地面の下地処理の方法 ・（

下地調整塗材塗りの接着力試験 ・ 行う ・ 行わない

・ 目地ひび割れ部改修工法

・ 伸縮調整目地改修工法

伸縮調整目地

４ 塗り仕上げ
(4.5.4)

既存塗膜等の除去及び下地処理

・ 高圧水洗工法

・ サンダー工法

・ 塗膜はく離剤工法

・ 水洗い工法（ ・ デッキブラシ ・ 高圧ポンプ ）

(4.5.5)

(4.5.2)

(表4.5.1(その1)

(その2))

薄付け仕上塗材

下地調整

種 類

・ C-1 ・ C-2 ・ CM-2 ・ E

呼び名

・（

仕上げ形状

・ 砂壁状

・ ゆず肌状

・ 平たん状

・ 凹凸状

・ ゆず肌状

・ さざ波状

・（

・ 外装厚塗材Ｃ

厚付け仕上塗材

・ 外装厚塗材Si

・ 外装厚塗材Ｅ

・ 複層塗材Ｅ

複層仕上塗材

・ 複層塗材RE

・ 防水形複層塗材RE

・ 防水形複層塗材Ｅ

・（

可とう形改修用
仕上塗材

(4.6.2)(表4.6.1)
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・ 可とう形改修塗材RE

・ 可とう形改修塗材CE

・ マスチック塗材塗り ・ Ａ種

）

・着色骨材砂壁状

・（

・ 吹放し

・ 凸部処理

・ 平たん状

・ 凹凸状

・ ひき起し

・ 掻き落とし

・ 吹放し

・ 凸部処理

・ 平たん状

・ 凹凸状

・ ひき起し

・ ゆず肌状

・ 凸部処理

・ 凹凸状

） ・（

・ 可とう形改修塗材Ｅ ・ 平たん状

・ さざ波状

・ ゆず肌状

・ Ｂ種

）

工法

ローラー

こて

吹付け

・ 吹付け

・ こて

） ・（ ）

吹付け

こて

吹付け

・こて

・ローラー

ローラー

吹付け

） ・（ ）

ローラー

吹付け

耐候性

・耐候形３種

・（ ）

耐候性

・耐候形３種

・（ ）

上塗材

・セメントスタッコ

・（ ）

１０ 鋼製軽量建具

(5.5.5)

(5.5.2)

(5.2.2)(2)

(5.5.4)

(5.5.3)

(5.2.3)(1)

(5.6.3)(1)

１１ ステンレス製

建具

(5.6.2)

(5.4.2)

備考
(5.4.4)

）

工法

・ 密着張り

・ 改良圧着張り

・ 接着剤張り

・ マスク張り

・ モザイクタイル貼り

・ 接着剤張り

備考

・現場調合モルタル

・既調合モルタル

目地詰め ・有り ・無し

・現場調合モルタル

・既調合モルタル
目地詰め ・有り ・無し

７ 網戸

(5.2.3)(5)

８ 樹脂製建具

(5.3.2)～(5.3.5)

(表5.3.1)～

(表5.3.3)

（位置

検査 シーリング接着性試験

工法

寸法 × ）

・ 行う（ ・ 簡易接着性試験 ・ 引張接着性試験 ）

処理範囲

９ 鋼製建具

(5.4.2)

）

））

５

寸法

建
具
改
修
工
事

１ 改修工法

(5.1.3)

・ かぶせ工法

・ カバー工法 ・ 持出し工法 ・ ノンシール工法

・ 撤去工法

・ はつり工法 ・ 引抜き工法

２ 防火戸

(5.1.4)

３ 見本の製作

(5.1.5)

４ 防犯建物部品

（5.1.7）

５ 

等 (5.1.6)(3)

６ アルミニウム製

建具

(5.2.2) (5.2.4)

(表5.2.1)

(表5.2.2)

・ 例示仕様 ・ 個別認定（認定番号：

・ 自動閉鎖機構 ・ 図示（図面番号：

・ 製作する ・ 製作しない

・ 図示（図面番号：

・ 再使用する

）
１４ 自動ドア開閉

(5.9.2)装置
・ 再使用しない

外部建具の性能等級等 ・ Ａ種

・ 防音ドアセット、防音サッシ（等級

・ 断熱ドアセット、断熱サッシ（等級

・ Ｂ種 ・ Ｃ種

）

）

・ 結露水の処理方法 ・ 図示（図面番号：

アルミニウム及びアルミニウム合金の表面処理の種別

・ 外部に面する建具（過酷な環境の屋外）

・ BA-1 ・ BA-2 ・（ ）

・ 内部に面する建具

・ 外部に面する建具（一般的な環境の屋外）

・ BB-1 ・ BB-2 ・（

・ BC-1 ・ BC-2 ・（

防虫網の材質

・ 可動式 ・ 固定式

）

）

・ 合成樹脂製 ・ ガラス繊維入り合成樹脂製

網目 ・ 16メッシュ ・ 18メッシュ

外部に面する樹脂製建具の性能等級等

・ 防音ドアセット、防音サッシ（等級

・ 断熱ドアセット、断熱サッシ（等級

・ 日射熱取得性（等級 ）

ガラス ・ 複層ガラス

建具枠見込寸法

水切り

ぜん板

・（

・ 図示（図面番号：

・ 図示（図面番号：

・ 図示（図面番号：

鋼製建具の性能等級

・ 簡易気密性ドアセット

・ 外部に面する建具の耐風圧

・ S-4 ・ S-5

）

）

丁番 ・ 改修標準仕様書(表5.7.3)による ・ 図示（図面番号： ）

(5.13.3)

・ S-6

・ 防音ドアセット、防音サッシ（等級

・ 断熱ドアセット、断熱サッシ（等級

・ 耐震ドアセット（等級 ）

・ H>2400又はW>950の建具

・ くつずりの仕上げ

(5.4.6) 標準型鋼製建具

形式

片開き

親子開き

両開き

鋼板類の厚さ ・ 図示（図面番号：

・ ＨＬ ・（

幅(㎜)

・ 1800 ・ 1900

・ 1200 ・ 1250

・ 900 ・ 950

鋼製軽量建具の性能等級

・ 簡易気密性ドアセット

・ 防音ドアセット、防音サッシ（等級

・ 断熱ドアセット、断熱サッシ（等級

・ 耐震ドアセット（等級

・ H>2400又はW>950の建具

）

鋼板類の厚さ ・ 図示（図面番号：

表面仕上げ

・ 塗装 ・ ビニル被覆鋼板 ・ カラー鋼板 ・ ステンレス鋼板（ ・ＨＬ ・鏡面 ） ・（ ）

ステンレス製建具の性能等級

・ 簡易気密性ドアセット

・ 外部に面する建具の耐風圧

・ S-4 ・ S-5

） 内
装
改
修
工
事

・ S-6

・ 防音ドアセット、防音サッシ（等級

・ 断熱ドアセット、断熱サッシ（等級

・ 耐震ドアセット（等級

(5.6.3) 

(5.6.4) 

設

計

）

）

・（

(5.6.5) 

縮

　中日本建設コンサルタント株式会社

尺

A1:S=
A3:S=

NON
NON

）

）

）

）

）
１ 一般事項

６ (6.1.3)(2)

高さ(㎜)

・ 2100

・ 2000

）

）

）

）

１９ 板ガラス

(5.14.2)(1)(5.14.3)

２０ ガラス留め材

(5.14.2)(2)

２１ ガラス溝の寸

(5.14.3)

法、形状等

２２ ガラスブロッ

(5.14.5)

ク積み

）

）

・ Ａ種

）

）

・ ステンレス(SUS316)製
１７ 軽量シャッター

(5.12.2)

・ Ｂ種 ・ Ｃ種 (表5.12.1)

(5.12.3)

(5.12.4)

１８

(5.13.2)

開閉形式

耐風圧強度（

・ 上部電動式（手動併用） ・ 手動式

Pa以上）

スラットの材質及び形状

・ インターロッキング形 ・ オーバーラッピング形

・ めっき付着量 JIS G 3312 ・ Z06 ・ F06 ・（

JIS G 3322 ・ AZ90 ・（

セクション材料

型式及び機構

耐風圧強度（

開閉方式

収納形式

ガイドレール

）

）

・ スチールタイプ ・ アルミニウムタイプ ・ ファイバーグラスタイプ

Pa以上）

・ バランス式 ・ チェーン式 ・ 電動式

・ スタンダード形 ・ ローヘッド形 ・ ハイリフト形

・ 溶融亜鉛めっき鋼板 ・ ステンレス鋼板

・ 図示（図面番号：

・ シーリング

）

・ ガスケット（

・ 図示（図面番号：

・ 建具の製造所の仕様による

ガラスブロック

表面形状、寸法、厚さ ・ 図示（図面番号：

金属枠、補強材 ・ 図示（図面番号：

工法 ・ 図示（図面番号：

）

）

）

）

・ バーチカル形

(5.11.2)(3)

(表5.11.1)

(5.11.2)(6)

(5.11.3)

）

(5.9.3) (表5.9.4)

(5.9.3)(9)

１５ 自閉式上吊り

(5.10.3)

引戸装置

１６ 重量シャッター

(5.11.2)

駆動装置及び検出装置の性能値（ ・ 車椅子使用者用便房出入口用 ）

・ 図示（図面番号： ）

引き戸用検出装置の種類 ・ 図示（図面番号：

凍結防止措置 ・ あり ・ なし

自閉式上吊り引戸装置の性能値

・ 改修標準仕様書(表5.10.1)による

種類 ・ 管理用シャッター

耐風圧強度（

・（ ）

・ 外壁用防火シャッター

・ 屋内用防火シャッター ・ 防煙シャッター

Pa以上）

開閉機能

・ 上部電動式（手動併用） ・ 上部手動式

管理用重量シャッターのシャッターケース

・ 設ける ・ 設けない

・ めっき付着量 ・ Z12 ・ F12 ・（ ）

）

）

）
１３ 建具用金物

(5.8.2)

(5.8.4)

）

注入口付アンカーピンの本数及び注入口の数 ・ 標準 ・（

・（ ）

）

(表4.7.1)

）

） ・ ふっ素系

(表4.5.2)
）

）

）

）

）

）
・ アクリル

シリコン系

・ シリカ系

・ アクリル系

・ ポリウレタン系

複層仕上塗材及び可とう形改修塗材の上塗材の種類

樹脂種類 溶媒種類

・ 溶剤系

・ 弱溶剤系

・ 水系

・ 水系

・ 溶剤系

・ 弱溶剤系

・ 水系

・ 溶剤系

・ 弱溶剤系

・ 水系

・ 溶剤系

・ 弱溶剤系

・ 水系

外壁用塗膜防水材の仕上げの形状及び工法

仕上げの形状種類

外壁用塗膜防水材

・ 凹凸状

・ 凸部処理

・ ゆず肌状

・ さざ波状

外観

・ 艶有 ・ 艶無 ・ メタリック

・ 艶有 ・ 艶無

・ 艶有 ・ 艶無

・ 艶無

・ 艶有 ・ 艶無 ・ メタリック

・ 艶有 ・ 艶無

・ 艶有 ・ 艶無

・ 艶有 ・ 艶無 ・ メタリック

・ 艶有 ・ 艶無

・ 艶有 ・ 艶無

・ 艶有 ・ 艶無 ・ メタリック

・ 艶有 ・ 艶無

・ 艶有 ・ 艶無

（注） 艶無及びメタリックは、可とう形複層塗材、防水形複層塗材、及び可とう形改修塗材には適用しない。

工法

・ 吹付け

・ ローラー

仕上塗料

種類

耐候性

・（

・（

）

）

下地挙動緩衝材

・ 適用する

・ 適用しない

１２ 木製建具

(5.7.2)

含水率 ・ Ａ種 ・ Ｂ種

・フラッシュ戸 表面材 ・ （ ）

厚み ・ 改修標準仕様書表5.7.6 ・ （

曲げ強さによる区分 ・ （

接着剤による区分 ・ （

難燃性による区分 ・ （

・かまち戸 見込み寸法 ・ 36㎜ ・（

かまち及び鏡板の樹種 ・ （

・ Ⅱ種

ふすま紙の上張り種類 ・ （

縁の仕上げ ・ （

・戸ぶすま 見込み寸法 ・ 30㎜ ・ （

表面材 ・（ ）

厚み ・ 改修標準仕様書表5.7.6 ・ （

表面材の品質等 ・ 改修標準仕様書5.7.2(2)(イ)(a)～(c)

・ МＤＦ 表裏面の状態による区分 ・ （

曲げ強さによる区分 ・ （

接着剤による区分 ・ （

難燃性による区分 ・ （

・ 引戸の召合せかまちをいんろう付きとする

上張りの種類 ・ （

・紙張り障子 見込み寸法 ・ 30㎜ ・ （

枠及びくつずりの材料 ・ （ ）

金物の見え掛かり部等の材質等

・ 図示（図面番号：

マスターキー ・ 製作する

引渡用鍵箱 ・ 必要

・ 改修標準仕様書(表5.8.1)による

）

・ 製作しない

・ 不要

）

）

）

・ （

）

）

）

）

）

・ 引戸の召合せかまちをいんろう付きとする

）

）

・ふすま 見込み寸法 ・ 19.5㎜ ・（

種別 ・ Ⅰ種

）

）

）

）

）

表面材の品質等 ・ 改修標準仕様書5.7.2(2)(イ)(a)～(c) ・ （

・ МＤＦ 表裏面の状態による区分 ・ （

）

）

）

）

）

）

）

建築基準法に基づき定まる風圧力に対応した工法を施行計画書として提出する。

化粧カバー ・ 図示（図面番号：

既存間仕切壁の撤去に伴う取り合い部分の改修範囲

・ 天井

・ 床

改修部分

・ 壁

(6.1.3)(3)

(6.1.3)(5)

２ 既存床撤去、下

地補修

(6.2.2)(1)(ｱ)

(6.2.2)(1)(ｲ)

３ 既存壁撤去、下

地補修 (6.3.2)

木曽岬町弘法池受水場耐震補強工事

図 名
特記仕様書 3

図 番

R8年2月

改修範囲

・ 壁厚程度 ・ 図示（図面番号：

・ 壁厚程度 ・ 図示（図面番号：

・ 壁厚程度 ・ 図示（図面番号：

天井内の既存壁の撤去に伴う取り合い部の天井改修範囲

天井の撤去に伴う取り合い部の壁面改修

既存床仕上げ材の除去等

浮き、欠損部等による下地モルタルの撤去

合成樹脂塗床材の除去等

既存間仕切壁の撤去に伴う他の構造体の補修工法

）

）

）

・ 壁面から600mm程度 ・ 図示（図面番号：

・（ ）

・既存のまま ・ 図示（図面番号：

・ 行う ・ 行わない

・ 機械的除去工法 ・ 目荒し工法

・（

） ・（ ）

）

）

・ 外装薄塗材Ｅ

耐滑り性 標準・特注色の別 耐凍害性の有無

ブラインドボックス

材料 ・ SUS304 ・（

表面仕上げ ・ HL仕上げ

曲げ加工 ・ 普通曲げ ・ 角出し曲げ

オーバーヘッドドア

年 月 日

A-16

A-16

A-5



４ 木下地等

(6.5.2)(1)(ｲ)

(表6.5.1)

(6.5.2)(2)(ｱ)

木材の含水率（工事現場搬入時、質量比）

部材名称

下地材

造作材

製材

「製材の日本農林規格」による製材

部位

下地用

針葉樹製材

造作用

針葉樹製材

広葉樹製材

(6.5.2)(2)(ｲ)

(6.5.2)(2)(ｳ)

(表6.5.2)

(6.5.6)(1)

(6.5.7)(1)

(6.5.8)(1)

(6.5.9)(1)

(6.5.2)(3)(ｱ)

(6.8.2)(3)(ｱ)(ｲ)

種別

・ Ａ種 ・ Ｂ種

・ Ａ種 ・ Ｂ種

(6.8.2)(3)(ｳ)

樹種・寸法・形状

・ 図示

（図面番号：

・ 図示

（図面番号：

・ 図示

（図面番号：

「製材の日本農林規格」以外の製材

樹種、寸法、材面の品質、防虫処理、含水率 ・ 図示（図面番号：

造作材の材面の品質 ・ Ａ種 ・（

樹種

）

部位

・窓、出入口

・内部間仕切軸組、床組

・床板張り

・壁、天井下地

(6.8.3)(1)

「集成材の日本農林規格」による造作用集成材

造作用集成材

部位

造作用集成材

品名・樹種

・ 図示

（図面番号：

化粧ばり造作用

集成材

化粧ばり構造用

（図面番号：

・ 図示

（図面番号：

造作用集成柱

(6.5.2)(3)(ｲ） 「集成材の日本農林規格」以外の製材

樹種、寸法、見付け材面の品質 ・ 図示（図面番号：

含水率 ・ １５％以下 ・（ ）

(6.5.2)(4)(ｱ)

「単板積層材の日本農林規格」による造作用単板積層材

造作用単板積層材

部位

造作用単板積層材

(6.5.2)(4)(ｲ)

品名・寸法

・ 図示

（図面番号： ）
・（

「単板積層材の日本農林規格」以外の造作用単板積層材

寸法、表面の品質、防虫処理 ・ 図示（図面番号：

含水率 ・ １４％以下 ・（ ）

(6.5.2)(5) 

品名、曲げ強度、種別、接着性能、樹種及び寸法 ・ 図示（図面番号：

(6.5.2)(6) 

品名（品目）

） (6.9.3)(3)

(6.9.3)(5)

織じゅうたんの接合方法

・ ヒートボンド工法 ・ （

タイルカーペットの敷き方

平場

(6.5.3)(1) 

造作材化粧面の釘打ち ・ 隠し釘打ち

(6.5.3)(2)

(6.5.5)(1)

・ （

接合具等

形状、寸法及び材質 ・ 図示（図面番号：

・ 防腐、防蟻処理

適用部位 図示（図面番号：

保存処理性能区分（

薬剤の塗布等の処理方法（

(6.5.5)(2)

５ 軽量鉄骨天井下

地 (6.6.2)

・ 防虫処理

）

）

）

附属書Ａに基づく表面処理用木材保存剤 ・ 適用する（ ・薬剤の種類（

ボード原料接着剤への防腐・防蟻処理（ ）

・ 図示（図面番号：

(表6.6.1)

(6.6.3) 

・ 屋外

（6.6.4)

野縁等の種類

・ 屋内 ・ 19形

・ 屋外 ・ 25形

・ 耐震天井

既存埋込みインサート

）

・（

・（

）

）

・ 図示（図面番号：

・ 図示（図面番号：

・ ふところ≧3.0m ・ 図示（図面番号：

既存埋込みインサート、あと施工アンカーの確認試験

・ 行う（ 図示（図面番号：

・ 確認試験の箇所数（

６ 軽量鉄骨壁下地

(6.7.3)

７ ビニル床シート、

ビニル床タイル

及びゴム床タイ

ル張り

(6.8.2)

(6.8.2)(1)

(6.8.2)(2) ・ ビニル床タイル【JIS A 5705（ビニル系床材）】

種類の記号 色柄

ＫＴ

耐震性・耐風圧性を考慮した補強

スタッド、ランナー等の種類

・ 図示（図面番号：

）

）

）

・ 使用する ・ 使用しない （※使用する場合は、確認試験を行う）

(6.11.6)

）） ・ 行わない

箇所） ・ 確認強度（

・ 図示（図面番号：

）

材料

・ ビニル床シート【JIS A 5705（ビニル系床材）】

種類の記号

ＦＳ

色柄

無地

）

）

１１ 畳敷き

(6.12.2)

(表6.12.1)

厚さ

2.0㎜

備考

１２ せっこうボー

ド、その他ボ

－ド及び合板
張り

(6.13.2)

(表6.13.1)

寸法 厚さ

2.0㎜

(6.13.3)(4)(ｳ)

(6.13.3)(6)

(表6.13.5)

特
記
事
項

設

計

合板類の張付け ・ Ａ種 ・ Ｂ種

せっこうボードの目地工法

・ 継目処理 ・ 突付け（・ベベルエッジ ・スクェアエッジ） ・ 目透し（・ベベルエッジ ・スクェアエッジ）

　中日本建設コンサルタント株式会社

縮

尺

備考

塗替え

下地調整 ・ （

塗装

）

・ ウレタン樹脂ワニス塗り（１液形、Ｂ種）

・ 生地のままワックス塗り

種別 ・ Ｄ種

衝撃緩和型畳の畳表（ＪＩＳ Ａ 5902） ・ Ｃ１

材種

・ せっこうボード

・ 化粧せっこうボード

・ ロックウール化粧吸音板

・ けい酸カルシウム板

・ トラバーチン模様

・ 木目模様

・ 普通

・ 立体模様

・ タイプⅡ0.8FK

種別

壁

天井

・ Ｄ種の畳床 ＫＴ－（ ・ Ⅰ ・ Ⅱ ・ Ⅲ ・ Ｋ ・ Ｎ ）

・ Ｃ２

厚さ(mm)

・ 9.5(準不燃) 

・ 9.5(準不燃)

・ 9.5(不燃) 

・ 9(

・ 9(

) ・ (

) ・ (

)

)

・ 12.5(不燃)

・ オイルステイン塗りのうえワックス塗り

・（ ）

５ 合成樹脂調合ペ

イント塗り(SOP)

(7.5.2～7.5.4)

(表7.5.1)～

(表7.5.3)

６ クリヤラッカー

(7.6.2)(表7.6.1)

塗り(CL)

７

８ 耐候性塗料塗り

(7.7.2)

(DP) (7.8.2)～
(7.8.4)

(表7.8.3)

アクリル樹脂系非水

分散形塗料(NAD)

(表7.7.1)

(6.11.5)

(表6.11.5)

(表6.11.6)

） ・ 適用部材（ ））

１０ フローリング

(6.11.4)

張り

(表6.11.2)

）

）

９ 合成樹脂塗床

(表6.10.4)

(6.10.3)(2)(a)

(6.10.3)(2)(b)
(6.10.3)(3)

(表6.10.5)～

(表6.10.8)

）

・ 市松敷き ・ 模様流し ・（

階段部分 

弾性ウレタン樹脂系塗床の仕上げ種類、工程

エポキシ樹脂系塗床の仕上げ種類

・ 平滑仕上げ ・ 防滑仕上げ ・ つや消し仕上げ

・ 薄膜流しのべ仕上げ（・ 平滑 ・ 防滑） ・ 厚膜流しのべ仕上げ（・ 平滑 ・ 防滑）

・ 樹脂モルタル仕上げ（・ 平滑 ・ 防滑） ・ 薄膜型塗床仕上げ（・ 平滑）

・ 釘留め工法

材料

・ フローリングボード（根太張用)

・ 複合フローリング（根太張用）

・ 複合フローリング（直張用）

・ フローリングボード（直張用)

防湿処理 ・ 図示（図面番号：

・ 接着工法

材種

・ フローリングボード（直張用）

・ 複合フローリング（直張用）

・ フローリングブロック（直張用）

・ Ａ種 ・ Ｂ種 ・ Ｃ種
・ なら

・（ ）

緩衝材 ・ 合成樹脂発泡シート ・ 図示（図面番号： ）
４ 錆止め塗料塗り

(7.4.2) (7.4.3）

(表7.4.1)～

(表7.4.5)

樹種 厚さ 幅・長さ

・ Ａ種 ・ Ｂ種 ・ Ｃ種

）

・ （        ）

・ なら

３ 素地ごしらえ

(7.3.1～7.3.7)

(表7.3.1）～

（表7.3.7)

種別 樹種

）

）

１ 材料

７

塗
装
改
修
工
事

(7.1.3)

２ 下地調整

(7.2.1～7.2.7)

(表7.2.1）～

（表7.2.7)

表面の品質

） ）
(6.9.2)(3)

(表6.9.2)

）

(6.9.2)(4)

(6.9.2)(5)

下敷き材 ・ 第２種第１号、厚さ８㎜ ・（

見切り、押え金物 ・ 適用する（材質、種類及び形状

）

・ 図示（図面番号： ））

） (6.9.2)(2)

(表6.9.2)

・ タフテッドカーペット

パイルの形状 

・ カット、ループ併用

・ カットパイル

・ ループパイル

・ タイルカーペット

種類 パイルの形状

・ カットパイル

・ ループパイル

帯電性

・ 人体帯電圧

3KV以下

・（ ）

寸法(㎜)

・500×500

・（ ） ・（

総厚さ(㎜) 

・（
）

工法

・ グリッパー工法

・ 全面接着工法

品質の程度
１７ 断熱材

・（ ） (9.3.2)

断熱材打込み工法

種類

・ ビーズ法ポリスチレンフォーム

・ Ａ種硬質ウレタンフォーム

・ 押出法ポリスチレンフォーム

・ フェノールフォーム

）

(9.3.3) 断熱材現場発泡工法（吹付硬質ウレタンフォーム）

種類 厚さ[㎜]

・ Ａ種１

・ Ａ種１Ｈ

・ （ ）

・（ ）
・（ ）

施工箇所

・ 窓回り等の断熱材補修部分、ルーフドレン回りの床版

下等、部分的に後張りとしなければならない箇所

種別 厚さ（㎜） 施工箇所

）

）

）

見付け材面の寸法・品質・数

・ 図示

（図面番号： ）

・ 図示

（図面番号： ）
・（

・（

）

）

厚さ

８ カーペット敷き

(表6.9.1)

(6.9.2)(1)

(6.8.3)(2)(ｳ)

工法

下地 ・ モルタル塗り ・ セルフレベリング材塗り

ビニル床シート張り

熱溶接工法 ・ 適用する ・ 適用しない

・ 織じゅうたん

種別

・ Ａ種

・ Ｂ種

・ Ｃ種

糸の種類

・ そ毛

・ 紡糸

・（ ）

パイルの形状

・ カットパイル

・ ループパイル

・ カット、ループ併用 ・（

帯電性

・ 人体帯電圧

3KV以下

）

品質の程度欄に記載した商品名は、品質の程度を示すための参考商品名である。（以下同様） １６ セルフレべリ

ング材塗り

(6.17.2) (6.17.3)

・ せっこう系 ・ セメント系

塗厚（ ）㎜

品質の程度

・（ ）

色柄

・ 無地

・ 柄物

・ 木下地 ・ その他（ ）
(6.16.3)(2) 試験張り ・ 行う ・ 行わない

見本焼き ・ 行う ・ 行わない

既調合モルタル ・ 使用できる

(6.16.3)(5) 

・ 内装タイル（ ・ 密着張り

・ 使用できない

・ 改良圧着張り ）

・ ユニットタイル（ ・ マスク張り ・モザイクタイル張り ）

県産材
(6.8.2)(5) ・ ゴム床タイル

種類 色柄 寸法 厚さ 備考

）

）

）

）

・（

・（

・（

等級 含水率

） ・（

） ・（

） ・（

保存処理

） ・（

） ・（

） ・（

材面の品質

） ・（

） ・（

） ・（

）

(6.8.2)(3)(ｴ)
）

）

(6.8.2)(3)(ｵ)(ｶ) ・ 防滑性床シート又は床タイル

種類 寸法 厚さ 備考

・ 耐動荷重性床シート

種類 厚さ 備考 １４ モルタル塗り

(6.15.3)

(6.15.5)

(6.15.6)

１５ タイル張り

(6.16.2)

(6.16.3)

・ 視覚障害者用床タイル

種類

ビニル床タイル

(6.14.3) 
形状

300×300×7.0㎜

備考 下 地

コンクリート面

モルタル、せっこうプラスター面

せっこうボード面

種 別

・ Ａ種 ・ Ｂ種

・ Ａ種 ・ Ｂ種

・ Ａ種 ・ Ｂ種

モルタル ・ 現場調合材料 ・ 既調合材料

既製目地材 ・ 使用する（形状：

床の目地 ・ 図示（図面番号：

）

）

下地処理 ・ 壁面の仕上げ厚又は全塗り厚が25㎜超 図示（図面番号：

伸縮調整目地

位置

タイルの種類

施工箇所 形状 寸法 耐滑り性 標準・特注色の別 

・ 図示（図面番号： ）

）

・ 帯電防止床シート又は床タイル

種類
１３ 壁紙張り 施工箇所

性能 寸法 厚さ 備考 (6.14.2)

種類 防火性能

・ 不燃 ・ 準不燃

・ 不燃 ・ 準不燃

・ 不燃 ・ 準不燃

・ 屋内の壁、天井仕上げは防火材料とする。

既存塗膜の除去範囲（塗り替えでＲＢ種の場合）

・ 次の箇所を除き防火材料とする。（箇所：

・ 図示（図面番号：

種別

下地

・ 木部

・ 鉄鋼面

・ 亜鉛めっき鋼面

・ モルタル、せっこうプラスター面

・ せっこうボード、その他ボード面

・ コンクリート、ＡＬＣパネル面

種別

下地

・ 木部

・ 鉄鋼面

・ 亜鉛めっき鋼面

・ コンクリート、ＡＬＣパネル面

・ モルタル、せっこうプラスター面

・ 押出成形セメント板面、コンクリート面（DP塗装）

・ せっこうボード、その他ボード面

錆止め塗料種別

鉄鋼面 ・ Ａ種

鉄鋼面

錆止め塗料塗り種別

亜鉛めっき鋼面 ・ Ａ種

種別

塗料種別 ・ １種 ・（

下地

・ 亜鉛めっき鋼面

・ 鉄鋼面

・ 木部

種別

木部 ・ Ａ種（工程２の着色： ・ 溶剤形ステイン ・ オイルステイン ） ・ Ｂ種

種別

・ Ａ種 ・ Ｂ種

上塗り等級

下地

・ １級（フッ素系） ・ ２級（シリコン系） ・ ３級（ポリウレタン系）

種別

コンクリート面及び

押出成形セメント板面

・ Ａ－１種

・ Ｃ－１種

・ Ｂ－１種

・ Ｂ種 ・Ｃ種 ・Ｄ種 ・Ｅ種

・ Ｂ種 ・ Ｃ種

・ Ａ種 ・ Ｂ種 ・ Ｃ種

）

種別

・ Ａ種 ・ Ｂ種 ・ Ｃ種

・ Ａ種 ・ Ｂ種 ・ Ｃ種

・ Ａ種 ・ Ｂ種 ・ Ｃ種

亜鉛めっき鋼面 ・ Ａ種 ・ Ｂ種 ・ Ｃ種

・ Ａ種

・ Ａ種

・ Ａ種
・ Ａ種

・ Ａ種

・ Ａ種

・ Ａ種

種別

・ Ｂ種

・ Ｂ種 ・Ｃ種

・ Ｂ種
・ Ｂ種

・ Ｂ種

・ Ｂ種

・ Ｂ種

・ 押出成形セメント板面、コンクリート面（DP塗装）

種別

・ RA種 ・ RB種 ・ RC種

・ RA種 ・ RB種 ・ RC種

・ RA種 ・ RB種 ・ RC種

・ RA種 ・ RB種 ・ RC種

・ RA種 ・ RB種 ・ RC種

・ RA種 ・ RB種 ・ RC種

・ RA種 ・ RB種 ・ RC種

ひび割れ部の補修

）

）

・ 行う

・ 行う

・ 行う

A1:S=
A3:S=
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形式及び寸法

・ 合板等

「直交集成板の日本農林規格」による直交集成板

樹種

・ 図示

防虫処理

・（ ）

樹種名 接着の程度 等級 板面の品質 防虫処理等 厚さ

パイル長(㎜)

・ 市松敷き ・ 模様流し ・（

・6.5

品質の程度

素地ごしらえ

耐凍害性の有無

壁タイル張りの工法

・ 12.5(不燃)

・ 9.5(準不燃)

・ 9.5(不燃) ・ 9.5(準不燃)

・ Ａ種 ・ Ｂ種 ・ Ｃ種

・ Ａ－２種

・ Ｃ－２種

・ Ｂ－２種

図 番 年 月 日

A-6



９ つや有合成樹脂

エマルションペ

イント塗り

(EP-G)

(7.9.2)～(7.9.5)

(表7.9.1)～

(表7.9.4)

１０ 合成樹脂エマ

ルションペイン

ト塗り(EP)

(7.10.2)

（表7.10.1)

１１ ウレタン樹脂

ワニス塗り

(UC)

(7.11.2)

(表7.11.1)

１２ ステイン塗り

(7.12.2)

(表7.12.1)

１３ 木材保護塗料

塗り(WP)

(7.13.2)

(表7.13.1)

種類 ・ ピグメントステイン塗り ・ オイルステイン塗り

オイルステイン塗りの工程、塗料 ・ （

種別

・ Ａ種 ・ Ｂ種

）

継手位置

・ 各部配筋参考図による

・ 図示（図面番号： ）

先組み工法等

・ 柱・梁主筋の継手を同一箇所に設ける

鉄筋の定着長さ

・ 改修標準仕様書(表8.3.4)による

・ （表8.3.4）のフックありの定着長さを確保できない場合の折曲げ定着の方法

・ 図示（図面番号： ）

機械式定着工法 適用箇所（

８
の
１

耐
震
改
修
工
事

共
通
事
項

８
の
２

耐
震
改
修
工
事

撤
去
工
事

２ 既存構造体の撤

去

(8.21.2)

(8.22.2)

(8.23.2)

(8.24.4)

１ 既存部分の撤去

等

(8.21.2)

（一般事項）

１ 適用範囲

工事内容

・ 現場打ち鉄筋コンクリート壁の増設工事

・ 鉄骨ブレースの設置工事

・ 柱補強工事（溶接金網巻き工法又は溶接閉鎖フープ巻き工法）

・ 柱補強工事（鋼板巻き工法又は帯板巻き付け工法）

・ 連続繊維補強工事

・ 耐震スリット新設工事

・ 免震改修・制振改修工事

(8.1.1)

(8.1.2)

工事種別

・ 鉄筋工事

・ あと施工アンカー工事

・ コンクリート工事

・ 鉄骨工事

・ グラウト工事

・ 連続繊維補強工事

・ スリット新設工事

・ 土工事及び地業工事

・ 免震改修、制振改修工事

撤去の範囲

・ 図示（図面番号：

）

）

・ 新設のコンクリート、モルタル、グラウト材、鉄骨、連続繊維に接する部分

・ 既存コンクリート撤去範囲に面する部分

・（

既存設備機器、配管撤去、新設、移設等処置

本工事の範囲

・ 本工事の範囲として図示された設備機器及び配管、盤類の撤去及び処分

・ 設備機器及び配管、盤類の撤去及び処分は本工事の範囲としない。

・（ ）

撤去範囲 ・ 図示（図面番号：

既存構造体の撤去

はつりだした鉄筋及び鉄骨の処置

撤去範囲 ・ 図示（図面番号：

既存鉄筋コンクリート内の鉄筋の切断

鉄筋の切断

・既存鉄筋は切断せず残す

）

）

範囲

・図示（図面番号：

・全ての撤去部分

・（

・コンクリートの撤去範囲の周囲

より一定長さを残し切断する ・全ての撤去部分

・（

・コンクリート撤去範囲の鉄筋は

切断する

・（

・図示（図面番号：

） ・適用なし

・切断せず残す範囲を除く撤去する既

存鉄筋コンクリートの範囲

）

はつりだした鉄筋の処置

・ 鉄筋に損傷を与えないよう適切な養生を施す。

）

はつりだした鉄骨の処置

・（

・ 発泡スチロール等で養生する。

・（ ）

(既存部分の処理)

３ 既存構造体コン

クリートの表層

目荒らし

(8.21.3)

(8.22.3)

(8.23.3)

既存構造体コンクリート面の表層目荒らし

目荒らし程度

・ 図示（図面番号：

・ 平均深さ2～5㎜で最大深さ5～7㎜程度の凹面を、打継ぎ面の15～30％程度の面積となるように施す。

)

）

） ・適用なし

） 耐
震
改
修
工
事

コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
事

適用
８
の
４

(コンクリート工事一

般事項)

１ コンクリートの

種類及び強度

(8.1.3)

(8.1.4)

コンクリートの類別

・ Ⅰ類 ・ Ⅱ類

普通コンクリートの設計基準強度

設計基準強度Fc

[N/㎜2]
適用範囲

・ 24

・（

(表8.9.1)

(8.9.2)

(8.9.1)

）

軽量コンクリートの設計基準強度

設計基準強度Fc

[N/㎜2]
種類

・

・（

２ 構造体コンクリ

ートの仕上り

(8.1.4)

(表8.1.4)

(表8.1.5)

３ コンクリートの

(コンクリート)

材料

(表8.2.3)

(8.2.5)

）

合板せき板を用いる場合の打放し仕上げの種別

・ Ａ種 ・ Ｂ種 ・ Ｃ種

コンクリートの仕上りの平たんさ

・ ａ種 ・ ｂ種 ・ ｃ種

セメントの種類

・ 普通ポルトランドセメント

・ 高炉セメントＡ種

・ フライアッシュセメントＡ種

・ シリカセメントＡ種

・ （ ）

・ 高炉セメントＢ種及びフライアッシュセメントＢ種

適用箇所 （ ）

特
記
事
項

設

計

縮

　中日本建設コンサルタント株式会社

尺

A1:S=
A3:S=

NON
NON

木曽岬町弘法池受水場耐震補強工事

図 名
特記仕様書 5

図 番

R8年2月

１１ 増設壁工事後の

仕上げ

(8.21.10)

(8.23.7)

・ 図示（図面番号： ）

・ ２種

・ １種

適用箇所
容積質量

気乾単位

気乾単位

容積質量

・2.3t/m3程度

スランプ

・（ ）

９ 鉄筋の機械式継

手及び溶接継手

(8.4.2)

(8.4.3)

・ 機械式継手

種類

性能

試験項目（

・ 溶接継手

工法

性能

試験対象 （

帯筋組立の形、継手及び定着

・ 図示（図面番号：

５ 鉄筋のかぶり厚

さ及び間隔

(8.3.5)

(表8.3.6)

６ 各部配筋

７ ガス圧接

(8.3.8)

・ 図示（図面番号：

圧接完了後の試験

超音波探傷試験 ・ 行う

(現場打ち鉄筋コンク

リート壁の増設工事

及び鉄骨ブレースの

設置工事等)

８ 割裂補強筋

(8.21.6)

(8.22.7)

・はしご筋 ・鉄筋コンクリート用

棒鋼(異形鉄筋)

）・（

割裂補強筋の適用

材料

・スパイラル筋 

棒鋼

・（ ）

材種

・ R235

・（ ）

・（ ）

・（ ）

・ 295

径

・ 6Φ

・ 9Φ

・(

・ 10

・(

（

)

)

（

壁内方向筋

壁面外方向筋

（

（

（

（

）

）

） 方法（

不合格となった継手部への措置等 （

（

（

）

不合格となった溶接部への措置等 （ ）

）

）

）

適用箇所 （

鉄筋相互のあき （

）

）mm

プ巻き工法

網巻き工法及び溶接閉鎖フー

鉄筋コンクリート柱の溶接金
適用箇所 （

鉄筋相互のあき （

）

本数・ピッチ

スパイラルの径(㎜)

スパイラルのピッチ(㎜)

）

）

）

）

・（

）

）㎜

・流込み工法

・圧入工法

・工法指定なし

改修標準仕様書(8.21.8)(1)(ｱ)及び(2)

・（

改修標準仕様書(8.21.8)(1)(ｲ)及び(3) 

・（

・全ての増設壁

・全ての増設壁

・全ての増設壁

）

・図示（図面番号：

・（ ）

・図示（図面番号：

・（ ）

）

）

）

）

）

適用箇所

・図示

(図面番号： )

・ 行わない

(現場打ち鉄筋コンク

リート壁の増設工事

、溶接金網巻き工法

及び溶接閉鎖フープ

巻き工法)

１０ コンクリートの

打込み工法等

(8.21.8)

(8.23.5) の増設工事

現場打ち鉄筋コンクリート壁

）

）

鉄筋及び溶接金網の最小かぶり厚さ ・ （ ）㎜

） 種類（ ）

８ 暑中コンクリー

ト

(8.10.2)

９ 無筋コンクリー
ト

(8.11.1)

コンクリートの種類

・ 普通コンクリート ・ （

設計基準強度
・ 18N/mm2 ・（ ）

スランプ
・ 15cm ・18cm ・（

部位別のコンクリートの打設工法の指定

補強工法

・流込み工法

・圧入工法

・工法指定なし

）

打設工法

改修標準仕様書(8.21.8)(1)(ｱ)及び(2)

・（

改修標準仕様書(8.21.8)(1)(ｲ)及び(3) 

・（

・全ての増設壁

・全ての増設壁

・全ての増設壁

）

・図示（図面番号：

・（ ）

・図示（図面番号：

・（ ）

）

）

）

部位

）

 図示（図面番号：　　　　　　　）

６ 養生

(8.7.7)

７ 型枠

(8.2.7)

(8.7.8)

材料

・ 複合合板（厚さ ・ 12㎜ ・（ ））

スリーブ

・ 材種（ ） 規格（ ）

型枠存置期間及び取外し

・ 普通エコセメント使用の場合の最小存置期間 （

構造体強度補正値（S）

・ 6N/mm2 ・（ ）

）

種別

・ Ａ種 ・ Ｂ種

工程１の着色 ・ 適用する ・ 適用しない

種別

下地

コンクリート、モルタル、

プラスター、せっこうボード、

その他ボード面

木部（屋内）

鉄鋼面（屋内）

亜鉛めっき鋼面（屋内）

種別

しみ止め ・（

種別

・ Ａ種 ・ Ｂ種 ・ Ｃ種

しみ止め（ ）

・ Ａ種 ・ Ｂ種 ・ Ｃ種

・ Ａ種 ・ Ｂ種 ・ Ｃ種

・ Ａ種 ・ Ｂ種

・ Ａ種 ・ Ｂ種 ・ Ｃ種

）

１ 鉄筋
８
の
３

耐
震
改
修
工
事

鉄
筋
工
事

(8.2.1)

(表8.2.1)

材料 改修標準仕様書(表8.2.1)による

種別

・ SD295

・ SD345

・ SD390

・（

２ 溶接金網

(8.2.2)

３ 加工
(8.3.2)

４ 鉄筋の継手及び

定着

(8.3.4)

径

重ね継手

ガス圧接 ・ Ｄ１９以上

・ Ｄ１６以下

主筋及び耐力壁の重ね継手の長さ

・ 改修標準仕様書(8.3.4)(3)(ｱ)による

・ 図示（図面番号： ）

５ 調合管理強度

(8.2.5)

(8.8.3)

(8.10.2)

構造体強度補正値（S）

・ ３N/mm2 ・ ６N/mm2 ・（ ）

部位

）

網目の形状、寸法及び鉄線の径

網目の形状、寸法

90°未満の折曲げの内法直径 ・ 図示（図面番号： ）

４ 混和材料

(8.2.5)

径(㎜)

骨材

アルカリシリカ反応性による区分

・ Ａ

・ Ｂ

・ 特殊な骨材の使用

・ フェロニッケルスラグ骨材

・ 銅スラグ細骨材

・ 電気炉酸化スラグ骨材

・ 再生骨材Ｈ（普通エコセメントを使用するコンクリートに限る）

・ 混和剤

混和剤の種類

・ 改修標準仕様書(8.2.5)(4)(a)による

・ 図示（図面番号： ）

・ 混和材

混和材の種類

・ 改修標準仕様書(8.2.5)(4)(b)による

・ 図示（図面番号： ）

・ 普通エコセメント使用の場合の湿潤養生期間 （ ）

(8.23.6) 柱頭柱脚の隙間部間の型枠

・ 発泡プラスチック保温材等を埋込む

・（ ）

スランプ

柱頭柱脚の隙間寸法

・ 図示（図面番号： ）

打ち込みコンクリート又はグラウト材の厚さ

・ 図示（図面番号： ） ・ 60㎜ ・（ ）

種類

・鉄筋コンクリート用

・図示（図面番号：

）・図示（図面番号：

・図示（図面番号： ）

・図示（図面番号： ）

鉄線の径(mm)

年 月 日

A-22

A-22

A-22

D10～D13

A-22

21

21N/mm2

A-7

耐
震
改
修
工
事

鉄
骨
工
事

８
の
５

１ 鉄骨の製作工場 建築基準法第77条の45第1項に基づき国土交通大臣から性能評価期間として認可を受けた（株）日本鉄骨評価

センター又は（株）全国鉄骨評価機構（旧（社）全国鐵構工業協会）の「鉄骨製作工場の性能評価基準」に

定める下記グレードとして国土交通大臣から認定を受けた工場又は同等以上の能力のある工場

・ Ｓ　　・　Ｈ　　・　Ｍ　　・　Ｒ　　・　J

２ 溶接部の試験 完全溶け込み溶接部の超音波探傷試験

・ 適用する　　・　適用しない

◎工場溶接の場合

製作工場の社内検査：　　・　行わない　　・　行う（全数検査を行い試験結果報告書を提出）

第三者機関による検査：　・　行わない　　・　行う



用　途　地　域

延　床　面　積

建　築　面　積

敷　地　面　積

建　築　場　所

建　物　名　称

建　物　概　要

124.19ｍ2

117.65ｍ2

鉄筋コンクリート

無筋コンクリート

鉄骨造　平屋建　（重要度係数1.25）

主　要　材　料

鉄筋

鉄筋

構　造　概　要

SD345   D19以上

SD295A　D16以下

Fc＝21Ｎ/mm2

Fc＝18Ｎ/mm2

弘法池受水場ポンプ棟

三重県桑名郡木曽岬町川先地内

都市計画区域内

3,087.00ｍ2

ポンプ室

室　　　名

内部仕上表

床 巾　　　木 壁 天　　　井 備　　　考

GL-2200

1

無筋コンクリート厚300金鏝下地 －
H=250(1FLﾖﾘ)

備　　　考

鋼製建具　焼付塗装

モルタル金こて仕上

アルミ製建具　電解着色（標準カラー）　

ALC板厚100の上　シート防水厚1.2

ALC板厚125（デザインパネル）の上　複層塗材Ｅ

コンクリート打ち放し　H=400
巾　　　　　　木

屋　　　　　　根

外　　　　　　壁

外部仕上表

アルミ製建具

出 入 口　 土 間

軒樋：角樋　塩ビ製　120角　SOP塗　　　竪樋：硬質塩ビ管φ100　SOP塗　掴み金物　ステンレス市販品　@1200以内
軒　　　　　　樋

階

モルタル金鏝仕上げ モルタル塗り
グラスウールボード厚32　ガラスクロス張り

令和8年2月

中日本建設コンサルタント㈱

A-8S=NONE

建物概要・仕上表（改修前・改修後）

設計GLは原則として現況によるものとするが、詳細は監督員との協議により決定する。

鉄骨 SS400

庇
折版葺き　山高88　塩ビ被服鋼板厚0.8

電気室

GL+150 H=100 モルタル塗りの上　VP塗装 ケイ酸カルシウム板厚6　EP塗装　LGS下地

発電機室

H=100

滅菌室

GL+300 H=100 モルタル塗りの上　塗床仕上に同じ ケイ酸カルシウム板厚6　EP塗装　木下地

地上：グラスウールボード厚32　ガラスクロス張り

地下：コンクリート打放し補修C

無筋コンクリート厚300金鏝下地

モルタル金鏝仕上げ
ソフト巾木

無筋コンクリート厚300金鏝下地

モルタル金鏝仕上げ
GL+150 モルタル塗り

腰上：グラスウールボード厚32　ガラスクロス張り

腰下：モルタル塗り
グラスウールボード厚32　ガラスクロス張り

モルタル金鏝の上　塗床仕上（ケミクリート） －

工事名

図面名

作成年月日

縮　尺

会社名

事業所名

図面番号

CH=2800

CH=2700

木曽岬町役場　建設課

木曽岬町弘法池受水場耐震補強工事

改修前

改修後

改修前

改修後

改修前

改修後

改修前

改修後

鋼　製　建　具

改修前

改修後

改修前

改修後

改修前

改修後

改修前

改修後

改修前

改修後

改修前

改修後

改修前

改修後

改修前

改修後既存塗装撤去後　クラック等補修、下地調整（CM-2）の上複層塗材E

変更なし

変更なし

変更なし 一部撤去　ケイ酸カルシウム板厚6　EP塗装　LGS下地 CH=2800変更なし

変更なし
地上：一部撤去　グラスウールボード厚32　ガラスクロス張り

地下：変更なし
変更なし

変更なし 変更なし 変更なし変更なし 変更なし

変更なし

変更なし

一部撤去ヶ所について、モルタル金こて仕上げ

変更なし

既存防水層ケレン・清掃の上、シート防水(S-M2)厚1.5mm

GL-2200
無筋コンクリート厚300金鏝下地

一部撤去ヶ所、モルタル金鏝仕上げ

無筋コンクリート厚300金鏝下地

一部撤去ヶ所、モルタル金鏝仕上げ
GL+150

無筋コンクリート厚300金鏝下地

一部撤去ヶ所、モルタル金鏝仕上げ
GL+150 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

変更なし

※

※

※

※

※：本工事にてアスベスト分析調査を実施

※：本工事にてアスベスト分析調査を実施

※

鉄骨部材：合成樹脂調合ペイント塗り（SOP）

鉄骨部材：合成樹脂調合ペイント塗り（SOP）

鉄骨部材：合成樹脂調合ペイント塗り（SOP）



令和8年2月

中日本建設コンサルタント㈱

A-9S=1/50

地階平面図（改修前・改修後）

工事名

図面名

作成年月日

縮　尺

会社名

事業所名

図面番号

木曽岬町役場　建設課

木曽岬町弘法池受水場耐震補強工事

6000

12000

4
5
0
0

9
0
0
0

2
2
5

▽
壁
芯

△
柱
芯

A

△壁芯

▽柱芯

N

1

4
5
0
0

225

C 2
2
5 ▽壁芯

B

△柱芯

△壁芯

▽柱芯
△

壁
芯

▽
柱
芯

改修前　地階平面図　S:1/50

6000

ポンプ室

2

225

3

△柱芯

▽壁芯

6000

12000

4
5
0
0

9
0
0
0

2
2
5

▽
壁
芯

△
柱
芯

A

△壁芯

▽柱芯

1

4
5
0
0

225

C 2
2
5 ▽壁芯

B

△柱芯

△
壁
芯

▽
柱
芯

改修後　地階平面図　S:1/50

6000

ポンプ室

2

225

3

筋交いの設置
（詳細は耐震補強図参照）

耐震補強
筋交いの設置
（詳細は耐震補強図参照）

耐震補強

筋交いの設置
（詳細は耐震補強図参照）

耐震補強

排水ピット

UP

排水ピット

タラップ撤去
W=400

タラップ新設
W=400

タンク基礎 タンク基礎

耐震補強

（詳細は耐震補強図参照）
筋交いの設置

筋交いの設置
耐震補強

（詳細は耐震補強図参照）

（詳細は耐震補強図参照）
筋交いの設置

耐震補強

耐震補強
筋交いの設置
（詳細は耐震補強図参照）

筋交いの設置
（詳細は耐震補強図参照）

耐震補強



令和8年2月

中日本建設コンサルタント㈱

A-10S=1/50

1階平面図（改修前・改修後）

工事名

図面名

作成年月日

縮　尺

会社名

事業所名

図面番号

木曽岬町役場　建設課

木曽岬町弘法池受水場耐震補強工事

N

2
5
0
0

改修前　１階平面図　S:1/50

▽柱芯

△壁芯

▽
壁
芯

△
柱
芯

1000

△
壁
芯

▽
柱
芯

1
1
2
5

△柱芯

▽壁芯

2500

DN

電気室
発電機室

ポンプ室上部

2
5
0
0

滅菌室

2000

6000

12000

1

225 6000

2

225

3

4
5
0
0

9
0
0
0

2
2
5A

4
5
0
0

C 2
2
5

B

2
5
0
0

改修後　１階平面図　S:1/50

▽柱芯

△壁芯

▽
壁
芯

△
柱
芯

1000

△
壁
芯

▽
柱
芯

1
1
2
5

△柱芯

▽壁芯

2500

DN

電気室
発電機室

ポンプ室上部

2
5
0
0

滅菌室

2000

6000

12000

1

225 6000

2

225

3

4
5
0
0

9
0
0
0

2
2
5A

4
5
0
0

C 2
2
5

B

筋交いの設置
（詳細は耐震補強図参照）

耐震補強

筋交いの設置
（詳細は耐震補強図参照）

耐震補強

筋交いの設置
（詳細は耐震補強図参照）

耐震補強

筋交いの設置
（詳細は耐震補強図参照）

耐震補強

筋交いの設置
（詳細は耐震補強図参照）

耐震補強

マンホール新設
鋳鉄製　防水型

間柱の設置
（詳細は耐震補強図参照）

耐震補強

間柱の設置
（詳細は耐震補強図参照）

耐震補強

マンホール撤去
φ600

床モルタル及び無筋コンクリート撤去

床モルタル及び無筋コンクリート撤去

ホイストレールホイストレール

床モルタル撤去

φ600

耐震補強
筋交いの設置
（詳細は耐震補強図参照）

筋交いの設置
（詳細は耐震補強図参照）

耐震補強



▽壁芯

△柱芯

△壁芯

▽柱芯

▽
壁
芯

△
柱
芯

△
壁
芯

▽
柱
芯

改修前　屋根伏図　S:1/50

ALC板厚100の上　シート防水厚1.2　ケレン・清掃
折版葺き　山高88

令和8年2月

中日本建設コンサルタント㈱

A-11S=1/50

屋根伏図（改修前・改修後）

工事名

図面名

作成年月日

縮　尺

会社名

事業所名

図面番号

木曽岬町役場　建設課

木曽岬町弘法池受水場耐震補強工事
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改修後　屋根伏図　S:1/50

平部：シート防水(S-M2)厚1.5mm
折版葺き　山高88
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塩ビ被服鋼板厚0.8

既存笠木の再設置

立上り部：シート防水(S-M2)厚1.5mm
新設（接着工法）

新設（機械的固定工法）

既存アルミ笠木(W=225)取外し

立上り部：シート防水撤去

改修用ドレン設置 改修用ドレン設置

ドレン廻りシート防水撤去
300×300程度

ドレンキャップ撤去

ドレン廻りシート防水撤去
300×300程度

ドレンキャップ撤去



令和8年2月

中日本建設コンサルタント㈱

A-12S=1/50

天井伏図（改修前・改修後）

工事名

図面名

作成年月日

縮　尺

会社名

事業所名

図面番号

木曽岬町役場　建設課

木曽岬町弘法池受水場耐震補強工事
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改修前　天井伏図　S:1/50

 ケイ酸カルシウム板厚6

電気室
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 グラスウールボード厚32
ポンプ室上部
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 EP塗装　木下地

 ガラスクロス張り

 ガラスクロス張り

 EP塗装　LGS下地
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改修後　天井伏図　S:1/50

 ケイ酸カルシウム板厚6

電気室

発電機室

 グラスウールボード厚32

ポンプ室上部

 ケイ酸カルシウム板厚6

 グラスウールボード厚32
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 EP塗装　木下地

 ガラスクロス張り

 ガラスクロス張り

 EP塗装　LGS下地

1
3
5
0

5125

天井（ケイ酸カルシウム板厚6　EP塗装　LGS下地）新設

照明器具の再設置

1
3
5
0

照明器具取外し

塩ビ製廻り縁撤去
塩ビ製廻り縁新設
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令和8年2月

中日本建設コンサルタント㈱

A-13S=1/50

北面・南面立面図（改修前・改修後）

工事名

図面名

作成年月日

縮　尺

会社名

事業所名

図面番号

木曽岬町役場　建設課

木曽岬町弘法池受水場耐震補強工事

▽GL

▽GL

1 2 3

123

改修前　北面立面図　S:1/50 改修後　北面立面図　S:1/50

改修前　南面立面図　S:1/50 改修後　南面立面図　S:1/50

クラック等補修、下地調整(CM-2)の上複層塗材E

クラック等補修、下地調整(CM-2)の上複層塗材E

シーリング再充填工法
ALC目地既存シーリング撤去の上
ポリウレタン系シーリング新設

シーリング再充填工法

ALC目地既存シーリング撤去の上
ポリウレタン系シーリング新設

シーリング再充填工法
建具廻り既存シーリング撤去の上
ポリウレタン系又は変成シリコン系シーリング新設

ポリウレタン系又は変成シリコン系シーリング新設

シーリング再充填工法
建具廻り既存シーリング撤去の上

既存塗装撤去

既存塗装撤去



令和8年2月

中日本建設コンサルタント㈱

A-14S=1/50

西面・東面立面図（改修前・改修後）

工事名

図面名

作成年月日

縮　尺

会社名

事業所名

図面番号

木曽岬町役場　建設課

木曽岬町弘法池受水場耐震補強工事

A B C

ABC

A B C

ABC

改修前　西面立面図　S:1/50 改修後　西面立面図　S:1/50

改修前　東面立面図　S:1/50 改修後　東面立面図　S:1/50

クラック等補修、下地調整(CM-2)の上複層塗材E

クラック等補修、下地調整(CM-2)の上複層塗材E

シーリング再充填工法

シーリング再充填工法
ALC目地既存シーリング撤去の上
ポリウレタン系シーリング新設

シーリング再充填工法
ALC目地既存シーリング撤去の上
ポリウレタン系シーリング新設

建具廻り既存シーリング撤去の上
ポリウレタン系又は変成シリコン系シーリング新設

シーリング再充填工法
建具廻り既存シーリング撤去の上
ポリウレタン系又は変成シリコン系シーリング新設

既存塗装撤去

既存塗装撤去
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令和8年2月

中日本建設コンサルタント㈱

A-15S=1/50

断面図1（改修前・改修後）

工事名

図面名

作成年月日

縮　尺

会社名

事業所名

図面番号
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木曽岬町弘法池受水場耐震補強工事
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筋交いの設置
（詳細は耐震補強図参照）

耐震補強

間柱及び筋交いの設置
（詳細は耐震補強図参照）

耐震補強

換気扇換気扇

改修前　断面図　S:1/50 改修後　断面図　S:1/50
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令和8年2月

中日本建設コンサルタント㈱

A-16S=1/20･50

断面図2（改修前・改修後）

工事名

図面名

作成年月日

縮　尺

会社名

事業所名

図面番号
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木曽岬町役場　建設課

木曽岬町弘法池受水場耐震補強工事
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▽梁天端水下

筋交いの設置
（詳細は耐震補強図参照）

耐震補強 間柱及び筋交いの設置
（詳細は耐震補強図参照）

耐震補強

筋交いの設置
（詳細は耐震補強図参照）

耐震補強
間柱及び筋交いの設置
（詳細は耐震補強図参照）

耐震補強

グラスウールボード厚32　ガラスクロス張り
新設
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▽BSL

改修前　断面図　S:1/50 改修後　断面図　S:1/50

タラップ詳細図　S:1/20

タラップ詳細図参照

後付け用タラップ W400

芯材：ステンレス製

ステップ部：樹脂コート

後付け用タラップ W400

タラップ撤去

マンホール撤去

グラスウールボード厚32　ガラスクロス張り
撤去

マンホール新設
鋳鉄製　防水型
φ600
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仮設１階平面図　S:1/50

令和8年2月

中日本建設コンサルタント㈱

A-17S=1/50

木曽岬町役場　建設課

木曽岬町弘法池受水場耐震補強工事工事名

図面名

作成年月日

縮　尺

会社名

事業所名

図面番号

仮設図（参考図）
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鉄　骨　標　準　図

この標準図を作成するに当たり使用した仕様書等

○公共建築工事標準仕様書（建築工事編）

○建築工事監理指針

○建築鉄骨設計基準及び同解説

(1)

国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

建設大臣官房官庁営繕部監修

１（片面溶接）１（片面溶接）

ーク半自動溶接及びセルフシーＨ

２（両面溶接）２（両面溶接）

ｔ≦６ ｔ≦１２
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（サブマージアーク自動溶接）Ａ

施工管理技術者、技能資格者
鉄骨工事全般及び各製作段階における施工管理技術者及び技能資格者は、性能確保上必要とされる能力

○構造設計資料

社団法人　日本建築士事務所協会連合会

（平成１０年版）

（平成１１年版）

○日本工業規格（ＪＩＳ）

溶接継手

(1)

溶接方法の種類は、アーク手溶接、ガスシールドアーク半自動溶接、セルフシールドアーク半自動溶接、

３－１ 溶接方法

１（片面溶接）１（片面溶接）

ーク半自動溶接及びセルフシーＨ

２（両面溶接）２（両面溶接）

ｔ≦６ ｔ≦１２

６＜ｔ≦１９

１９＜ｔ≦４０

D2

S

60°

2

7

t t

45° 35°

7

2 t
D1

D2

S

60°

t

60°

t

S

7

2 t

35°

2 t

S

45°

7

2 t

t

35°

t

2 D1

6
6

Ｇ＝ｔ

6

50°

35°

ルドアーク半自動溶接

tt

G

Ａ （サブマージアーク自動溶接）

鉄骨製作工場

施工管理技術者の能力等を総合的に判断して選定を行う。
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6

S

6

t
t

2 D1

6
6

60°

Ａ （サブマージアーク自動溶接）

Ｈ

１（片面溶接） ２（両面溶接）

１２≦ｔ≦４０ １６≦ｔ≦４０

S S

S

t

D

45°

t

45° 45°

S SD1 D2

Ｈ

１（丸鋼等片面溶接） ２（丸鋼等両面溶接） ３（軽量形鋼Ｖ形溶接） ４（軽量形鋼レ形溶接）

t St

dd

S
d/2 d/2

d/2d/2

d

dd

d/2 d/2

(3.4.3)

図３.７ 隅肉溶接のサイズ (解説図3.2)

θ=60°

2
S

2
S

2
S

2
S

2
3√

t

有効のど厚
2

√
S2

tS

S

Ｓ＝t／√

16㎜＜ｔ≦40㎜の場合

3

ｔ≦16㎜の場合

Ｓ＝t／√

(2.1)

(2.2)

(2.3)

(3.2)

溶接記号

アーク手溶接、ガスシールドア

Ｄ1＝2(t-2)/3

Ｄ2＝(t-2)/3

Ｄ1＝(t-6)/2

Ｄ2＝(t-6)/2

アーク手溶接、ガスシールドア

t≦Ｓ≦1041 t≦Ｓ≦1041

t≦Ｓ≦1041 t≦Ｓ≦1041 t≦Ｓ≦1041 t≦Ｓ≦1041

t≦Ｓ≦1041 t≦Ｓ≦1041 t≦Ｓ≦1041 t≦Ｓ≦1041

Ｄ1＝2(t-2)/3

Ｄ2＝(t-2)/3

Ｄ1＝(t-6)/2

Ｄ2＝(t-6)/2

（アーク手溶接、ガスシールドアーク半自動溶接及びセルフシールドアーク半自動溶接）

t≦Ｓ≦1041 t≦Ｓ≦1041 t≦Ｓ≦1041

アーク手溶接、ガスシールドア

１２＜ｔ≦１９

t≦Ｓ≦1041 t≦Ｓ≦1041

t≦Ｓ≦1041 t≦Ｓ≦1041

Ｄ1＝2(t-2)/3

Ｄ2＝(t-2)/3
Ｄ1＝(t-6)/2

Ｄ2＝(t-6)/2

図３.５ かど継手(Ｌ)の開先標準

部材が直交しない場合の開先標準図３.４図３.２ 突合わせ継手(Ｂ)の開先標準

Ｈ

２（両面溶接）１（片面溶接）

ｔ≦１６ ｔ≦１６ １６＜ｔ≦４０

tS

S

S

S

t

S S

S S

S S

60° 60°

t

S/2 S/2

図３.６ 隅肉溶接(Ｆ)の開先標準

2

（アーク手溶接、ガスシールドアーク半自動溶接及びセルフシールドアーク半自動溶接）

図３.８ 部分溶込み溶接(Ｐ)の開先標準

（アーク手溶接、ガスシールドアーク半自動溶接及びセルフシールドアーク半自動溶接）

ｔ

Ｄ

12 16 19 22 25 28 32 36 40

10 11 12 13 13 14 15 15 16

t≦Ｓ≦1041 t≦Ｓ≦1041

Ｄ1＝(t-2)/2

Ｄ2＝(t-2)/2

フレア溶接(ＦＬ)の開先標準図３.９

（アーク手溶接、ガスシールドアーク半自動溶接及びセルフシールドアーク半自動溶接）

ｔ＜3 のとき Ｓ＝3 ｔ＜3 のとき Ｓ＝3

t

45°

2/3(t-2)1/3(t-2)

有効のど厚
2
3√ S

d/2 d/2

d/2 d/2

（単位：㎜）(別図3.4)（単位：㎜）

ｓ

ｔ ４ ６ ８ 10 15 16 19 28 32 36 40

５

７ 11 1312 14 2522

５

９

10 11 15３

表３.３ 隅肉溶接のサイズ（Ｓ）

図３.３ Ｔ形継手(Ｔ)の開先標準

(2)

(3) この標準図に記載の（　）内表示番号は、「建築鉄骨設計基準及び同解説」の当該項目、当該図又は

当該表を示す。

２－３

３－３

サブマージアーク自動溶接、エレクトロスラグ溶接及びアークスタッド溶接等とする。

溶接方法（手溶接又は半自動溶接）

溶接継手（突合わせ継手）

溶接面（両面溶接）

ＨＢ2Ｆ2

ＨＢ2

ＨＴ1

ＢＨ ２

図３．１ (解説図3.1)溶接記号の記載方法

溶接方法、溶接継手及び溶接面の分類別記号

溶接記号の記載方法は、図３.１による。

ただし、溶接方法又は溶接面の指定を行わない場合は、溶接継手記号のみを記入する。

完全溶込み溶接及び部分溶込み溶接の場合は、引出線を折線とし、開先をとる部材面に先端を向ける

溶接記号の記載方法

ものとする。

２．一般事項

３．溶接接合

を考慮して選定を行う。

鉄骨製作工場は、対象工事の規模、鋼材の種別、最大板厚、加工の難易度等及び製作工場の工事実績、

の継手形状の種類は、突合わせ継手、Ｔ形継手及びかど継手とする。

溶接継手の種類は、完全溶込み溶接、部分溶込み溶接、隅肉溶接及びフレア溶接とし、完全溶込み溶接

(2) (3.3.2)

(3.1)

6

6

6

ルドアーク半自動溶接

7

S

１９＜ｔ≦４０

５

４ ７６ ８ ８ ９ 10 10 11 12 11 13 17 19 21 24

(注) 隅肉溶接のサイズ（S)は、有効のど厚の和が板厚（t）と等しくなるよう、図3.7により求めたものである。

2

ｔ≧3 のとき Ｓ＝ｔｔ≧3 のとき Ｓ＝ｔ

部分溶込み溶接

片面溶接を行う場合には、原則として部分溶込み溶接を行わない側に隅肉溶接を行う。

(3)

フレア溶接(4)

隅肉溶接(2)

溶接継手の種類別開先標準
完全溶込み溶接(1)

３－４
１．適用範囲

２－２

２－１　設計品質

３－２

鉄骨は、施設に要求される構造耐力、耐久性及び耐火性等を有するものとする。

(別図3.7)

(別図3.8)（単位：㎜）(別図3.5)（単位：㎜）

(別図3.6)（単位：㎜）

（単位：㎜）(別表3.3)

（単位：㎜）(別図3.2)

（単位：㎜）(別図3.3)

(3.3.2)

アーク手溶接、ガスシールドアーク半自動溶接、

セルフシールドアーク半自動溶接

溶接方法、溶接継手及び溶接面の分類別記号 (別表3.1)

溶接継手

サブマージアーク自動溶接

完全溶込み溶接

隅肉溶接

部分溶込み溶接

フレア溶接

片面溶接

両面溶接
溶 接 面

突合わせ継手

Ｔ形継手

かど継手

記　号

Ｈ

溶接方法

表３.１

補　助　記　号区　　　　分

(別表3.2)

断続溶接の長さ及び間隔

全周現場溶接

Ｌ－Ｐ

現　場　溶　接

全　周　溶　接

エレクトロスラグ溶接

Ｂ

Ａ

Ｅ

Ｔ

Ｌ

Ｆ

Ｐ

ＦＬ

１

２

表３．２ 溶接の補助記号

分　　　　　　　　　　　　　類

であり、図面及び特記に記載されていない事項について適用する。

この鉄骨標準図は、主たる構造種別を鉄骨造又は鉄骨鉄筋コンクリート造等の鉄骨部分の標準 (1.2)

鋼管柱の継手３－５

３－６ エンドタブ
(1) エンドタブの材質は、母材と同等以上、形状は、母材と同厚・同開先のものとし、長さは、図3.11及

び表3.4による。

ただし、あらかじめ溶接端部に欠陥が生じないことが確認された材質及び形状のものを用いる場合に

ついては、この限りではない。

(3.5.1)

10㎜以上

エンドタブ

裏当て金

S

S

手　溶　接

半自動溶接

自動溶接

３５

３８

７０

以上

以上

以上

溶接方法

表３.４ エンドタブの長さ (別表3.4)（単位：㎜）

S

エンドタブ (別図3.9)図３.１１

裏当て金及び裏はつり３－７
完全溶込み溶接の片面溶接に用いる裏当て金は、原則としてフランジの内側に設置し、取付け方法は、

裏当て金の組立溶接は、接合部に悪影響を与えないように、エンドタブの位置又は梁フランジ幅の

図3.12による。

完全溶込み溶接を両面溶接とする場合は、裏溶接の前に裏はつりを行う。(3)

裏はつりは、健全な溶着部分が現われるまではつり取るものとする。

１/４の位置に行う。

上のものとする。

(2)

(1)

ることができる。

ただし、自動溶接において、完全な溶込みが得られたことが確認できる場合には、裏はつりを省略す

(3.5.2)

裏当て金の厚さ

ｔ≦９

ｔ＞９

Ｓ

９

５

溶接のサイズ表３.６ (別表3.6)（単位：㎜）表３.５ 裏当て金の長さ（単位：㎜）(別表3.5)

手　溶　接

半自動溶接

以上

以上

以上

６

９

１２

ｔ

自動溶接

溶接方法

S

S

FB(t×38㎜)

Ｆ1

t

Ｆ1

S

S

FB(t×25㎜)

t

裏当て金の溶接 (別図3.10)図３.１２

（平成２８年版）

(注) ＰＬ

図３.１０ 鋼管柱の継手（単位：㎜）

-(a)は厚さ9㎜以上とし、柱径400㎜以下の場合は省略してもよい。

(付図1.22)

80

Ｆ

ＢH

150

ＸＸ

ＰＬ-(a)

ｴﾚｸｼｮﾝﾋﾟｰｽ2

ｴﾚｸｼｮﾝﾋﾟｰｽ

1
0
0
以

上

ｴﾚｸｼｮﾝﾋﾟｰｽ

Ｘ-Ｘ断面図

「角形鋼管柱」 「丸形鋼管柱」

（令和４年版）

裏当て金の厚さ及び隅肉溶接のサイズは、表3.5及び表3.6により、材質は、原則として母材と同等以

令和8年2月

中日本建設コンサルタント㈱

A-18S=NONE

木曽岬町役場　建設課

木曽岬町弘法池受水場耐震補強工事工事名

図面名

作成年月日

縮　尺

会社名

事業所名

図面番号

鉄骨標準図（1）



折板受材の取付け図６.８ (付図1.36)

２４

４００

Ｆ

Ｔ

Ｐ

Ｔ

５０４５

スカラップ３－８

従来型スカラップ (別図3.12)図３.１４

改良型スカラップ (別図3.11)図３.１３

スニップカット３－９

スニップカット (別図3.13)図３.１５

溶接部分の段差

t
t1

2

1/2.5以下

溶接部分の段差 (別図3.14)

溶 接 継 手 溶 接 方 法

半自動溶接

自動溶接

フレア溶接 半自動溶接

か ど 継 手

隅 肉 溶 接

突合わせ継手

余盛り高さの限度

３

４

４

３

手　溶　接

手　溶　接

θ

支管

主管

交　　角

3.2㎜≦ｔ≦12㎜適用管厚

主管の管軸と支管の管軸とは一致させること。

t

1.5t～2.0t

0～3

1.5t～2.0t

t

0～3
50°～60°

1.5t～2.0t

t

1.5t～2.0t

50°～60°

接線

Ａ部断面 Ｂ部断面 Ｃ部断面

鋼管分岐継手詳細（単位：㎜） （別図3.15)

図３.１６

図３．１７

呼び名の５倍以上

項　　　　　目

間　　　　　隔

最 小 ゲ ー ジ

へ　り　あ　き

(ｐ)

(ｇ)

呼び名の7.5倍以上かつ600㎜以下

４０㎜以上

寸　　　　　法

ボルトの種類

高力ボルト

溶融亜鉛めっき高力ボルト

普通ボルト

(F10T,S10T)

(F8T相当)

Ｍ１２ Ｍ１６ Ｍ２０ Ｍ２２ Ｍ２４

高力ボルト

溶融亜鉛めっき高力ボルト

普通ボルト

(F10T,S10T)

(F8T相当) ※1

Ｍ１２ Ｍ１６ Ｍ２０ Ｍ２２ Ｍ２４

１４ １８ ２２ ２４ ２６

１７.５ ２６.0２４.0２２.0

１２.５ １６.５ ２０.５ ２２.５ ２４.５

ボルトの種類

(別表4.2)表４.２ ボルトの表示記号

表４.３ ボルト孔の径

※１

※２

国土交通大臣認定条件による。

母屋、胴縁類の取付用ボルトの場合は、ボルトの径＋１.０㎜とすることができる。

Ｍ１２ Ｍ１６ Ｍ２０ Ｍ２２ Ｍ２４
ボルトの種類

(1)

表４.４ 高力ボルトの締付け長さに加える長さ

高力ボルトの長さは、締付け長さに表4.4の値を加えたものを標準長さとする。

Ｐ

ｇ

t

形鋼のゲージ及びボルトの最大軸径

最大軸径 Ｂ Ｂ最大軸径 最大軸径ｇ1 ｇ2 ｇ1 ｇ2 ｇ3Ａ又はＢ

１３０

１５０

１７５

３５

３５

１６

１６

２０

２０

２４

２４

２４

２４

２４

１００

１２５

４０

７０

９０

１６

１６

２２

３０

４０

４０

４５

５５

１２

２０

２２

２４

２４※1

(単位：㎜) (別表4.7)

B

gg g

B

g 3

g 1

g
1

A

g2
B

２００

一般部(a)

2 2ＹＹ

2

H

H 1Ｔ

Ｔ1

HB

25以上 25以上

仕口部の溶接（角形鋼管柱）(単位：㎜)(付図1.12(b))図６.２

2
※

H

10

X2X2

ＴH

H

2
※

Ｆ

2
※

Ｆ
2Ｆ

2
※

Ｆ

1

ＴH 2

(注)１． 2
※

Ｆ ：

2Ｐ とする。

２．
2
※

Ｐ ：Ｐ1 としてもよい。ただし、水平スチフナ

厚が12㎜以下の場合は 2Ｆ

ウェブ厚が16㎜以上のものについては、

とする。

Sr
Sr

Sr

t
Sc

ｽﾆｯﾌﾟｶｯﾄ Sc

r

Ａ Ｃ

Ｄ

Ｄ

Ｂ

Ｄ-Ｄ断面図

(e )1

ｅ1

ｇ

ｅ1

Ｐ

Ｐ

Ｐ

スタッドの配置 (別図3.16)図３.１８

「梁　部」「柱　部」

ボ　　ル　　ト ナ　　ッ　　ト

規格番号、規格名称

並形六角ボルト

鋼　　　　　製 鋼　　　　　製

並形六角ナット

表４.１ ボルト及びナットの材料

JIS B 0209-1（一般用メートルねじ

－公差－第１部：原則及び基礎デー

タ）による６ｇ

JIS B 0209-1による６Ｈ

JIS B 1180（六角ボルト） JIS B 1181（六角ナット）

JIS B 0205-4（一般用メートルねじ－第４部：基準寸法）による。

ねじの呼び

ねじの呼び

ねじの呼び

(単位：㎜)

トルシア形高力ボルト ２５ ３０ ３５ ４０

２５ ３０ ３５ ４０ ４５JIS形高力ボルト及び溶融亜鉛めっき高力ボルト

Ｍ１２

Ｍ１６

Ｍ２０

Ｍ２２

Ｍ２４

ねじの呼び
縁端距離

（ｅ)

４０

４５

ボルト間隔

(ｐ)

６０

７０

ｐｐ

図４.２ (別表4.5)

縁端距離及びボルト間隔

スタッドの間隔、ゲージ等の寸法表３.10

ボルトの長さ

締付け長さ 加算長さ

座金厚さ

座金厚さ

加算長さ

ナット高

余長

※2

ｅ

(別表3.8)（単位㎜）余盛り高さの限度表３.９

ｔ

Ｓc 10 12

16以上

1514

６ ９ 12

表３.８スニップカットの寸法 (別表3.7)（単位：㎜）

2 1 2

１２５

３５

４０

４０

５０

５５

５０

５０

５５

６０

４０

５５

７０

１２

６５

８０

空気穴（30φ程度）

Sr

一般部(a)

図６.１ 仕口部の溶接（Ｈ形柱）(単位：㎜) (付図1.9(b))

30°≦θ≦150°

0～3

Sr2
Sr1

2

1

(3.5.3)

(3.5.4)

(3.5.6)

(3.5.7)

(標仕7.2.2)

(標仕7.2.3)

(単位：㎜) (別表4.3)

(標仕表7.2.3)(別表4.1)

(標仕表7.2.2)

（単位㎜）(別表4.5)

図４.１ JIS形高力ボルトのセット

千鳥打ちの間隔

M12,M16,M20,M22 M24

ゲージ

(ｇ)

４０

４５

５０

３５

２５

６５

５０

４５

４０－

(Ｐt)

（単位㎜）(別表4.6)

ねじの呼び

千鳥打ちのゲージ及び間隔

図４.３ (別表4.6)

６０

５５

５０

６０

６５

７０

７５

８０

９０

１００

６０

４５

２８

２５

２２

２２

２４

９０

３５０

３００

２５０

２００ １２０

１５０

１５０

１４０

１４０

５６

７５

９０１５０

１７５ １０５

２４

２４

２４

２４

２４

７０

７５２２

９０

１００

３５

５０

２０

２２

３５

４０

４５

５０

５５

６０

(付録1.3)

Ｘ2－Ｘ2断面図

Ｙ2－Ｙ2断面図

３－1２鋼管分岐継手

３－11 余　盛　り

３－10

３－13 スタッド溶接

４　高力ボルト接合等

４－１ 高力ボルト

４－２ 普通ボルト

４－３ ボルトの表示記号

４－４ ボルト孔の径

４－５ 高力ボルトの長さ

４－６ 縁端距離及びボルト間隔

４－７ 千鳥打ちのゲージ及び間隔

４－８ 形鋼のゲージ及びボルトの最大軸径

６－１ 柱・梁仕口部（Ｈ形柱）

６－２ 柱・梁仕口部（角形鋼管柱）

６－３ 柱　　脚

(1)

(1)

座金は、JIS B1256「平座金」による並形一部品等級Ａとする。

(1) 縁端距離及びボルト間隔は、原則として表4.6による。

ただし、引張材の接合部分において、せん断力を受けるボルトが応力方向に３本以上並ばない場合の

縁端距離は、ボルト軸径の２.５倍以上とする。

(1)

スカラップの円狐の曲線は、フランジに滑らかに接するように加工し、複合円は滑らかに仕上げる。

従来型スカラップの形状は、図3.14により、スカラップ半径Ｓrは３５㎜とする。(2)

(1)

の板厚に応じて、表3.8による。

ただし、既製形鋼のスニップカットについては、ＳC＝ｒ＋２により求めるものとする。

なお、スニップカット部は、溶接により埋めるものとする。

完全溶込み溶接を行う部分の板厚の差による段違いが１０㎜を超える場合は、図3.16による。(1)

完全溶込み溶接（突合わせ継手、かど継手）、隅肉溶接及びフレア溶接の溶接部は、余盛りを行うも

のとする。余盛り高さの限度は、表3.9による。

完全溶込み溶接（Ｔ形継手）の溶接部は、ビード表面が滑らかになるように仕上げるものとする。(2)

(1)

鋼管分岐継手における支管は、主管外径より細径のものとし、開先標準は、図3.17による。

ただし、自動機械により開先加工を行う場合については、この限りではない。

(1)

(3.5.5)

(3.5.8)

(4.1.1)

(4.1.2)

(4.4)

(4.5.1)

(付録1.4)

(4.5.2)

(4.5.3)

HＴ

種　　　　類

材　料　区　分

強　度　区　分

ねじの種類の規格

ねじの公差域クラス

の規格

仕上げの程度

４.６

中

※１：千鳥打ちとした場合

(1)スタッド溶接は、アークスタッド溶接方式による直接溶接とし、溶接姿勢は下向きを原則とする。

(2)

13、16、19及び22の４種類とする。

(3)スタッド溶接は、デッキプレート上から行ってはならない。

(4)スタッドの間隔、ゲージ等の寸法は、表3.10及び図3.18による。

1 2

ついては、この限りではない。

ただし、デッキプレート厚1.6㎜以下で、あらかじめ良好な溶接が得られることが確認された場合に

(別表3.9)

(付録1.6)

表４.７

表４.６

表４.５

(監指-図7.2.7)

中

５

ねじがナットの外に３山以上出るようにする。

アンカーボルト

ねじ３山以上

座金
ベースプレート

モルタル
30～50㎜

d

二重ナット

d＋5㎜以下

D

a

4
d
以

上

(1) (5.2.1)

図５.１アンカーボルトの形状の例

(監指-図7.10.3) (標仕-表5.3.1)

アンカーボルトにせん断力を負担させる場合は、座金厚さ

アンカーボルトは二重ナット及び座金を用い、その先端は、

(2)

ただし、コンクリートに埋め込まれる場合は、二重ナットとしな

いことができる。

の検討を行い、座金とベースプレートを全周溶接する。

(5)

柱底均しモルタルの厚さは、特記による。

特記がなければ、標仕表7.10.2のＡ種の場合は５０㎜、Ｂ種の

コンクリートの表面は、レイタンス等を取り除

アンカーボルト孔の径を当該アンカーボルトの

径に５㎜を加えた数値以下の数値とする。

(8)

(4)

(3)

(6)

(7)

いたのち、目荒しを行う。

場合は３０㎜とする。

ａは定着長さとする。

(5.2.1)

(標仕7.10.3(e))

(標仕7.10.3(e))

（建告示第1456号)

(標仕表5.3.1)

(標仕表5.3.1)

折曲げ内法直径Ｄは、鉄筋D16以下の場合は３d

５－１

５　柱　　脚

６　鉄骨標準詳細図

ＴH
※

5
0
5
0

5
0
5
0

50 50 5050

「角形鋼管柱」「Ｈ形柱」

(注)

12㎜以下の場合は 2Ｆ 、13㎜以上の場合は Ｐ1

とすることができる。

(注)柱板厚が６㎜以下の場合は Ｆ1 とする

図６.３ Ｈ形柱脚部 (単位：㎜) (付図1.16) (単位：㎜)図６.４ 鋼管柱脚部 (付図1.18)

埋込み型柱脚とする場合で、フランジ厚さが

ことができる。
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接合形式　Ａ

２面せん断

ウェブボルト列数

小梁せい

ウェブボルト列数

大梁フランジ幅

ガセット厚

小梁せい

ウェブボルト列数

大梁フランジ幅

ガセット厚

小梁せい

１列、２列（大梁幅による）

200≦

≧小梁ウェブ厚、≧６㎜

≦500－

≦２列

－

小梁ウェブ厚の１サイズＵＰ

≦500≦500

≦２列

－

小梁ウェブ厚の１サイズＵＰ

１列、２列（大梁幅による）

200≦
≧小梁ウェブ厚、≧６㎜
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接合形式　Ｂ

１面せん断
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10 ｒ=20

１面せん断
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接合形式　Ｃ

40

≧
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0

ｈ Ｈ

P
 
×

ｍ
 
-
1

c
w

10

接合形式　Ｄ

≧50 r=20

１面せん断

10

4
0

4
0

4
0

4
0

4
0

4
0

4
0

4
0

共通事項：

小梁せい

ガセット厚

大梁フランジ幅 大梁フランジ幅

ガセット厚

ウェブボルト列数

６－４ 小梁の接合（ピン接合）

１．大梁せい≧小梁せい

２．ガセット厚、添板厚（接合形式Ａ）≧６㎜

小梁のせい方向の中心振り分けとする。

(付録1.12(1))

小梁の接合（ピン接合）図６.５ (単位：㎜) (付図1.29)

H

θ≦30°

剛接小梁ウェブと
同厚以上

2

2
H

H

６－５ 小梁の接合（剛接合）

B

F

F

B

BH

T

(付録1.12(1))

小梁の接合（剛接合）(付図1.30)

(b)直交する梁との段差が100㎜未満の場合(a)

図６.６

直交する梁との段差が100㎜以上の場合

６－６ 梁貫通孔部補強 (付録3.1)

(1)貫通孔の補強方法は、補強プレート法及び補強トラス法とし、貫通孔部分は、必要に応じて鋼管

スリーブを取り付ける。

φ

1
0
0

以
上

1
0
0

以
上

Ｈ Ｄ

Ｈ：鉄骨せい

Ｄ：梁せい

φ：貫通孔内径寸法

(注)梁端に貫通孔を設ける場合は、原則として、

梁継手位置等にも留意を要する。

（φ≦Ｈ/２かつφ≦Ｄ/３）

梁端から貫通孔の中心まで1.2Ｄ以上離し、

図６.７ 梁貫通孔の位置の限度 (単位：㎜) (付図3.1)

20

FL

C-100×50×20×2.3

Ａ

ＡＡ-Ａ断面図

4
30-500

６－７ 折板受材 (付録1.12(7))

F

F

1

1
FL1

30-500

30-500

丸鋼

FL2

一般の場合(a)

(b)勾配のある場合

2Ｆ
Ｆ2

ＴH
※

2
5

5
0

50 50

2Ｆ

高力ボルトの種類は、JIS B1186「摩擦接合用高力六角ボルト・六角ナット・平座金のセット」(２種

F10T)の規格に適合するもの、建築基準法に基づき認定されたトルシア形高力ボルト(２種S10T)及び

溶融亜鉛めっき高力ボルト(１種F8T相当)とする。

改良型スカラップの形状は、図3.13により、スカラップ半径Ｓr は３５㎜、Ｓr は１０㎜とする。

溶接の交差部をスニップカットで処理する場合は図3.15により、スニップカットの寸法(Ｓc)は、鋼材

スタッド溶接用材料は、JIS B1198「頭付スタッド」の規格に適合するものとし、適用する呼び名は、

は180°とし、鉄筋D13以下の場合は135°とする。

アンカーボルト末端フックは、鉄筋D16以上の場合

以上とし、鉄筋D19以上の場合は４ｄ以上とする。

普通ボルトのボルト及びナットは、表4.1により、ねじは、JIS B 0205「一般用メートルねじ」による。

３．ウェブボルトの配置は、最小ボルト本数を２本、せい方向ピッチを60、90、120㎜の３種類とし、

令和8年2月

中日本建設コンサルタント㈱

A-19S=NONE

木曽岬町役場　建設課

木曽岬町弘法池受水場耐震補強工事工事名

図面名

作成年月日

縮　尺

会社名

事業所名

図面番号

鉄骨標準図（2）



2.61

2.53

1.4

1.4

1.4

1.4

1.4

1350 1960 1.3 3.09

34.4 146 1.56

92.6 394 1.4 2.25

39.3 167 1.68

92.7 394 1000 1.3 2.35

41.9 178 1.3 1.53

99.1 421 1330 1.3 2.52

506 2.95

548 2660 1.3

480 2980 1.4 2.36

591 3480

734 4170 3.00

808 1.3 3.08

73.21

281.5

292.9

272.0

120.0

84.97

122.9

104.7

140.7

209.0

207.8

238.1

171.8

(付表2.3)

0.80

1.12

0.97

m

1.28

1.01

1.17

1.36

0.92

1.65

1.25

1.52

2.10

1.56

2.25

1.57

2.07

1.46

2.08

2.84

1.51

2.27

1.75

2.52

2.95

3.00

3.08

3.01

2.77

3.05

180

108

935

1420

2150

2120

88.3

1.2

1.3

1.3

1.4

1.2

1.3

1.2

1.4

1.4

1.2

1.4

1.3

1.4

1.4

1.3

1.3

1.3

1.3

1.4

1.4

1.3

1.3

1.2

1.2

1.4

1.3

1.3

1.3

1.3

10 3
N･m

Ｊd

2㎝

 8.400

11.76

13.02

14.82

17.92

7.920

12.46

16.32

15.47

22.14

18.34

22.88

27.00

28.08

32.34

35.80

40.04

52.58

55.20

59.02

37.20

36.52

43.78

45.60

56.68

71.12

83.40

88.96

108.7

114.8

継　　手　　性　　能

4370

2120

556

924

719

940

318

119

129

113

138

173

189

174

293

172

164

279

260

475

411

715

556

1030

876

693

674

944

1330

870

2630

2840

3300

4170

4370

94.2 1.3 0.95

保有耐力接合せん断力

α ＬｑＭｕＡW

ｹﾞｰｼﾞ

1.32

12.2 51.9 94.3 0.95

0.80

1.3

1.233.8

1.4

82.3 350 1.4 1.94

19.8 84.4 1.3 1.17

56.7 1.4 1.57

11.3 47.9 1.2 1.02

29.4 125 1.4 1.36

77.2 328 1.74

19.8 84.4 1.3 1.36

1.321.2 90.1 1.12

12.2 52.0 1.3 0.97

21.2 90.1 1.3 1.19

12.5 53.1 72.9 1.2 0.85

19.8 84.4 1.3 0.99

11.2 47.8 88.4 1.2 1.01

29.4 1.2

56.7 241 1.4 1.65

563 1.3 2.25

31.9 136 1.3 1.41

812 1170 1.3 2.76

1080 1550 1.3 2.73

FB - 65×  6

７．筋　か　い
山形鋼・平鋼７－１

サ　イ　ズ

高力ボルト

本数－径

５-Ｍ１６

５-Ｍ１６

５-Ｍ１６

５-Ｍ２０

４-Ｍ２０

５-Ｍ２０

４-Ｍ２０

５-Ｍ２０

Ｌ- 75× 75× 6

Ｌ- 65× 65× 6

Ｌ- 75× 75× 9

Ｌ- 75× 75×12

Ｌ- 90× 90× 7

Ｌ- 90× 90×10

Ｌ- 90× 90×13

Ｌ-100×100× 7

Ｌ-100×100×10

Ｌ-100×100×13

ガセットプレート

ＴＹＰＥ① ＴＹＰＥ② ＴＹＰＥ③

必　要　溶　接　長 ( )

９×　９０

９×１２５

(注)

デッキプレ－トの取付け方法は、認定時の添付資料「標準仕様書」による。

床型枠用鋼製デッキプレートの取付け (単位：㎜) (付図1.35)

床型枠用鋼製デッキプレート

アークスポット溶接 200～210@

(長手方向900@以下)受け板 -6ＰＬ

母　　屋

1F
1F

山形鋼
又は鋼板

100

50 50

10

受け板A

50

50

Ａ部断面図

F2

-6ＰＬ

床型枠用鋼製デッキプレート

(b) (d)(a)山形鋼による接合 鋼板による接合 (c) 母屋を引通す場合 (e)母屋を継ぐ場合鋼板による接合

(リブプレート付)

母屋の接合 (単位：㎜) (付図1.33)

100 100 100 100 100 100

10

1F

1F

F2

F2

F2

F2

(b) (d)(a)山形鋼による接合 鋼板による接合 (c) (e)鋼板による接合

(リブプレート付)

(単位：㎜)

胴縁を引通す場合 胴縁を継ぐ場合

胴縁の接合

胴　　縁

2Ｌ- 65× 65× 6

2Ｌ- 75× 75× 6

2Ｌ- 75× 75× 9

2Ｌ- 75× 75×12

2Ｌ- 90× 90× 7

2Ｌ- 90× 90×10

2Ｌ- 90× 90×13

2Ｌ-100×100× 7

2Ｌ-100×100×10

2Ｌ-100×100×13

５×２-Ｍ１６

５×２-Ｍ１６

５×２-Ｍ１６

５×２-Ｍ２０

５×２-Ｍ２０

５×２-Ｍ２０

４×２-Ｍ２０

４×２-Ｍ２０

６×２-Ｍ２０

FB - 75×  6

FB - 65×  9

FB - 75×  9

FB - 90×  9

FB -100×  9

FB - 90× 12

FB -100× 12

FB - 90× 16

FB -100× 16

２-Ｍ１６

２-Ｍ１６

３-Ｍ１６

３-Ｍ１６

３-Ｍ２０

３-Ｍ２０

３-Ｍ２０

４-Ｍ２０

４-Ｍ２０

５-Ｍ２０

６×　６５

６×　７５

９×　６５

９×　７５

９×　９０

９×１００

１２×　９０

１２×１００

６-Ｍ２０

６-Ｍ２０

６×２-Ｍ２０

９×　９５

９×１６０

９×１２０

９×１６５

１２×１６０

９×１３５

９×１８５

１２×１８０

９×１６０

９×１８５

９×２５０

９×３１５

９×２４０

９×３３０

１２×３２０

９×２７０

９×３７０

１２×３５５

１２×１１５

１２×１３０

２９１

３６１

２６７

３８９

３９５

３０３

４４３

４３８

２０２

１７０ １０１

１１７

１６２

１９７

１５０

２１１

２１８

１６８

２３８

２３９

１１７

１３３

１７８

２１３

１６６

２２７

２３８

１８４

２５４

２５９

３３９

４０４

５８１

７２２

５３３

７７７

７８９

６０５

８８５

８７５

１８６

２１８

３０７

３７７

２８３

４０５

４１５

３１９

４５９

４５８

２０２

２３４

３２３

３９３

２９９

４２１

４３５

３３５

４７５

４７８

１１７

１４２

１３１

１５９

１９０

２１８

２０２

２３２

２７０

３０９

７１

　８３

　８２

　９６

１１１

１２５

１２１

１３６

１５５

１７５

　８３

　９５

　９８

１１２

１２７

１４１

１４１

１５６

１７５

１９５

注

F2

F2

F2

F2

100 100 100 100 100

10

(付図1.34)

建築基準法に基づき認定（構造用及び耐火構造用）を受けた合成床版用

ﾎﾞﾙ

2

ﾄ
ｇ1 ｇ2

外添板

幅厚厚 長さ

内添板ｹﾞｰｼﾞ

断面寸法

m

n

F

F

㎜ ㎜ ㎜ ㎜ ㎜ ㎜

Ｄ

径
フランジ

(付表2.7)

2 12

M16

M16

2

3

 90

 75

-

-
 9 290

410

 9  60

-

ﾎﾞﾙﾄ

M20 2

4M20 2 150 12 12

M20 2

M20 2

4M20 2 150 40 440 12 110

M20 2

4M20 2 150

M20 12 12

M20 2

4M20 2 150 40 12 440 12 110

M20 12

4M20

M20

M20 2 12 12

4M20 2 150 40 12 440 12 110

M20 2 12 12

4M20 2 150 40 12 440 12 110

M20 2 12 12

4 2 150 40 12 440 110

2 150 40 110

2 150 40 110

2 150 40 110

2 150 40 110

2 150 40 110

2 150 40 110

2 105 -  9 290  9  70

- 530 100

2  90 -  9 290  9  60

3 120  9 410  9  80

 9

2 105 -  9 290  9  70

2

2

2

2

2

2

105 -  9  9  70

-

-  9  9

-  9  9

 9

2 -  9 290  9

22 -  9 290  9

M20

M20

M20

M20

M16

M16

M16

3 410

2 90 9 290 9 60

3 105 410 70

2 90 290 60

2 105 - 290 9 70

90 60

120 80

鉛直ブレース（山形鋼）（単位：㎜）（付図1.25)図７.６

F2

F2

(c) 柱　脚

Ａ

Ｘ-Ｘ断面図

Ａ

柱　頭（梁が剛接合の場合） (b)柱　頭（梁がピン接合の場合）(a)

F2

(d)ガセットプレートの形状

30°

30°
ＰＬ-6

Ｂ

Ｘ-Ｘ断面図 Ｘ-Ｘ断面図

Ｘ Ｘ

Ａ-Ａ断面図

F2

2

2F

F

F2

10

20

Ａ ＡＡ Ａ

53012 12 100

3 4 70140 410 140

3 120 - 9 410 9 80

3 4 140 90 410 16 170

4 140 90 16 530 16 170

5 4 140 90 19 650 22 170

3 120 410 80

3 120 - 410 80

3 120 410 80

16

5 19 530 19

M22

M22

M22

5 19 530 19

M22 5 16 530 19

M22 6 19 620 22

M22 7 25 710 25

M22 7 25 710 28

ＪＺ

10 3㎝3 m

継　　手　　性　　能

 7.9690

60

長さ

ﾓｰﾒﾝﾄ
曲げ

せん断力

㎜

幅

㎜

9 290

6 140 350

170

211

23856.0

49.7

㎜

厚

添板寸法

Ｍ

103
㎝3

㎜

Ｚ

120

60

60

60

60

90

90

60

90

90

90

9 290

9 290

9

9 290

260

290

9 260 290

9 260 290

260 290

260

9

9

9

9

9

290

290

140 90.5 385

140 722

6 200 170 85.2 362

200 170

200 1100

6 170 596

60

60

60

9 290

9

9 290

6

6

60 6

90 170 94.7 402

6 200 290 90.3 383

90 260 290 630

80 290 37.3 159

60 80 60.3 256

140 230 46.6 198

140 230 88.2 375

※

※

※

60 12 200 290 1060

60 12 200 1740

944

1590

60 12 2640

60 16 260 410 3560

60 16 410 1040 4460

60 320 170 1200

60 12 320 290 2050

60 380 170 1540

60 380 170 2330

90 440 290 2030

60 12 440 170 3160

60 560 170 1080 4610

530 290 1370 5870

12

12

710 290 1480 6330

12 710 1750 7430

60 16 620 290 2080 8870

60 16 620 2260 9600

2

2

2

2

2

2

3

3

2

23

23

23

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

1

1

2

4 1

2

2

3

2

2

1

1

3

2

1 2

1

2

2

3 2

4

4 3

4 3

5 1

5

6 1

6 1

5

7 1

9 1

6

8

8

10

10

 29.47

 28.33

55.21

 95.90

45.05

36.79

51.21

29.31

230.3

694

666

813

1100

1000

1770

1290

1060

865

1200

690

944

648

1160

1910

1560

6620

1720

 8.400

11.76

29.20

12.46

16.02

14.04

16.32

22.60

16.80

13.02

14.82

19.18

7.560

9.825

7.920

10.56

22.14

29.52

24.64

35.10

48.60

54.00

28.08

32.34

33.60

35.20

50.16

45.60

56.68

84.56

97.80

104.3

108.7

114.8

114

159

396

169

217

190

222

307

228

177

201

260

102

133

107

143

300

401

335

477

660

734

382

439

456

478

682

619

770

1560

1470

1410

1320

1150

613

10 3
NN

2㎝ 2㎝

Ｍ

10 3
N･m

mW

Wn
N･m

10 3

N･m

40.10

27.55

49.45

 42.73

 75.15

34.57

47.07

81.27

66.65

130.5

107.3

170.3

ウェブ

-

-

-

-

曲げﾓｰﾒﾝﾄ

(弱軸)

114

159

177

201

N

Ｑ

10 3

243

107

169

222

210

300

249

311

367

382

439

487

543

714

749

801

505

496

594

619

770

1560

1470

966

1210

1130

211

238

402

383

641

198

385

362

613

1060

598

1590

959

1200

2050

1540

2330

2040

3230

4690

1510

2280

2060

3160

4610

5870

6330

7430

8870

9600

㎝3

Ｚ

56.0

49.7

94.7

90.3

46.6

90.5

85.2

150

140

248

375

226

283

482

363

547

479

759

1100

356

538

484

745

1080

1370

1480

1750

2080

2260

Ｍ

10 3

N･m

ﾓｰﾒﾝﾄ曲げ

長さ

㎜

幅

㎜

290

6 140

170

㎜

厚

290

6

170

6 200

260

230

6

6

170

170

6 140 230

9 140 170

9

6 200 170

200 170

2606 170

200 2909

9 260

9 260

170

170

9

9

9

9

320 170

320

170

440 290

440

560 170

9 170

320

350 290

9 290

9

9

9

170

440

440

560 170

9

350

320 170

170

170

290

12

620 290

16 620

620 170

740 170

740 170

添板寸法

12

12

12

16

12

90

60

㎜

60

90

60

60

60

60

120

60

90

60

60

60

60

60

60

90

120

120

60

90

60

60

60

60

60

60

60

60

※

※

Wn

ﾎﾞﾙﾄ

2

2

2

22

3

1

1

4 1

12

2 1

3

1

1

2

1

3 2

3

4 1

4 1

2

5 1

5

1

9 1

1

5

4 2

4

4 2

1

9 1

4

5 1

7 1

7 1

2

210

10 1

12 1

12 1

10

幅厚

㎜ ㎜

 9  60

-

 9  70

 9

9 60

70

 9 60

 9  70

 9  60

 9  80

 9  70

12 100

12 110

9 80

12

12 110

12

12 110

12

110

110

80

80

80

16

19

12

12 110

12

110

110

80

80

16

19

110

110

110

110

110

19

19

22

25

28

290

厚 長さ

㎜ ㎜

12

 9

410

 9

 9

410

9 290

410

 9 290

 9 290

 9 290

 9 410

 9 290

53012

12 440

9 410

12

12 440

12

12 440

12

12

410

410

410

19

530

620

12

12 440

12

12

410

410

19

440

530

19 530

16 530

19 620

25 710

25 710

㎜

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

40

-

40

40

40

40

-

-

-

40

40

40

-

-

40

40

40

40

40

ｇ2ｇ1

㎜

 90

 75

105

90

105

90

105

 90

120

150

105

150

120

150

150

150

150

120

120

120

150

150

150

120

120

150

150

150

150

150

ﾎﾞﾙﾄ

nF m F

2

2

2

3

2

2

2

3

2

3

22

22

2

2

2

3

2

4 2

2

2

4 2

3

2

4 2

2

4 2

2

2

2

3

3

3

5

6

2

4 2

2

2

2

3

3

4

5

2

2

2

2

2

5

5

6

7

7

Ｄ

径

M16

M16

M16

M16

M16

M20

M20

M20

M20

M20

M20

M20

M20

M20

M20

M20

M20

M20

M20

M20

M22

M22

M22

M22

M22

M22

M22

M22

M22

M22

H-194

H-250

150

125

H-244 175

H-300 150 6.5

H-350 175

H-194 150

H-244 175

H-300 150 6.5

H-294 200

H-350 175

H-340 250

300H-390

H-400 200

300

H-450 200

H-440

H-500 200

H-488 300

H-600 200

H-588 300

H-700 300

H-500 200

H-488 300

H-600 200

H-588 300

H-700 300

300

300

H-800

H-890 299

H-900

H-912 302

H-918 303

ウェブフランジ

断面寸法

mW

表７.２

 6

 6

 9

 9

 7 11

 7 11

6 9

 7 11

 8 12

 7 11

9 14

1610

8 13

16

9 14

11 18

10

11 18

11 17

12 20

13 24

1610

11 18

11 17

12 20

13 24

14 26

15 23

16 28

18 34

19 37

9

9

H-194

H-250

150

125

 6

 6

 9

 9

300 10

300H-390 1610

300

16

300

300

H-244

H-250

H-300

175

250

150

 7

9

11

14

96.5

H-294 200  8 12

H-300

H-350 175  7 11

15

H-244 175  7 11

H-300 150 96.5

H-350 175  7 11

H-150 150 7 10

H-175 175 7.5

H-194 150 6 9

H-200 200 8 12

H-340 250 9 14

H-350 350 12 19

H-400 200 8 13

H-400 400 13 21

H-414 405 18 28

H-428 407 20 35

H-450 200 9 14

H-440 11 18

H-500 200 10

H-488 300 11 18

H-600 200 11 17

H-588 300 12 20

H-700 300 13 24

H-800 14 26

H-890 299 15 23

H-900 16 28

H-912 302 18 34

H-918 303 19 37

11

2260

3070

2520

4000

5420

2830

1990

2880

2460

3310

4040

4910

4890

6900

6400

5600

125

715

426

266

475

492

152

172

325

164

279

771

116

284

174

108

180

241

132

190

254

148

170

258

140

248

410

222

375

621

838

283

482

363

547

478

745

144

(注)１．柱、梁及びブレースのゲージラインは、原則として一致させる。

２．ガセットプレートの幅は、材端ボルト位置で図(d)に示すＢの

長さを確保する。ただし、それによりゲージラインが不一致

となる場合はこの限りではない。

鉄筋の貫通孔径

Ｄ１０ Ｄ１３ Ｄ１６ Ｄ１９ Ｄ２２ Ｄ２５ Ｄ２９ Ｄ３２

２４ ２８ ３１ ３５ ３８ ４３ ４６２１

表６.１ 鉄筋の貫通孔径の最大値 (標仕-表7.3.1)(単位：㎜)

鉄筋の貫通孔径

鉄筋の貫通孔径の最大値は、表6.1による。

ただし、主筋の貫通孔（基礎梁を除く。）は、最大の径に統一することができる。

鉄筋の呼び名

６．鉄骨標準詳細図
６－８

６－10

６－11

(1)

７－２ ターンバックル筋かい等

８．柱・梁継手標準
８－１ 柱・梁継手一覧

表８.１ 柱継手一覧表 ＳＮ４００級（Ｆ１０Ｔ・Ｓ１０Ｔ）

７－３ 各 部 詳 細
鉛直ブレース(1)(付録1.12(4))

(付録1.12(5))

(付録1.12(6))

(標仕7.3.7)

厚×必要幅

ｇt×B

144

６－９

軸　力

外添板 内添板

保有耐力接合

表８.２ 梁継手一覧表 ＳＮ４００級（Ｆ１０Ｔ・Ｓ１０Ｔ）

αＭｕ Ｌｑ

ｙ ｄ ｙ

ｙ ｄ Ｑｙ ｄＡW Ｎｙ Ａｄ ｙ ｄPC

PC

母材断面の寸法

フランジ及びウェブに使用する高力ボルトの呼び径

断面寸法：

径  Ｄ　：

８－２ 梁継手の諸元一覧 (付録2.2)

表７.１筋かい（山形鋼、平鋼） (設計資料2-2(2))(単位：㎜)高力ボルトF10T(鋼材SN400級)

本数－径

ねじの呼び (d)

ＴＹＰＥ ①

ＴＹＰＥ

ＴＹＰＥ

②

③

最　　大

最　　小

高力ボルト

ガセット

プレート

軸　径

調整ねじの長さ

ｄ1

S

(最小)

板　厚

(最小)

板　厚

ボルト端から取付ボルト

穴心のあき (最小)

溶接長さ (最小)

切　板　製

平　鋼　製

端あき(最小)

ｅ

ｅ

2

2

t

t

ｅ3

許容差 +0,-0.5㎜

タ

ン

I

バ

ッ

ク

ル

筋

羽

子

板

ボ

ル

ト

の

形

状

及

寸

法

び

パイプ式 Ａ (㎜)

(㎏)質量割 枠 式

か

い

サ　イ　ズ

R

12×80 12×90

ｅ1

ン

I

タ

ッ

バ

ク

胴

ル

12×90 12×100 12×110

Ｍ１０ Ｍ１４ Ｍ２２Ｍ１２ Ｍ１６ Ｍ２０Ｍ１８ Ｍ２４ Ｍ２７ Ｍ３３Ｍ３０

２-M20 ２-M22 ２-M22１-M16１-M12 １-M16 １-M20 １-M20 １-M22 ２-M20

14

75

60

42 44 56

125

23 25

50

67

83

28

0.6400.4800.300

以上以上 以上 以上

0.153 0.900 1.20

31

1.54

71 79

34

2.09

38

116

186

113

42

3.663.01

46

4.94

229

135

30.67

64 80 80 102 101 118 152

56 96

54 56 72 72 91 99 133 155

27.6724.9921.9920.3318.3316.3314.6512.6510.818.99

8.82 10.64 12.46 14.46 16.11 18.11 20.11 21.77 24.77 27.42 30.42

225200200175165150140115

13 21.5 21.5 23.5 21.5 21.5 23.5 23.5

30 45 5550 50 50 55 55

22 28 34 34 38 45 45 5038

3.2 4.5 6 9 9 9 9 9 12 12

19 25 32.5 32.5 37.5 37.5 4545 50

4.5 4.5 6 9 9 9 9 129 12

40 59 66 66 73 70 72 83 90

35 55 60 75 85 85 90 95 110

150 230 250 280 300 330 350 400 400 450

以上 以上 以上 以上 以上 以上 以上

以上 以上 以上 以上 以上 以上 以上 以上 以上 以上 以上

6×60 6×60 9×70 9×70 9×80

17
取付ボルト穴径

必要溶接長

割 枠 式 Ｌ (㎜)

100

13

35

22

19

47

40

200

17

17

40

28

6

25

52

6

20

50

(JIS A5542 付表1a1b)(JIS A5541 付表1)(設計資料2-2(2))
高力ボルトF10T(鋼材SN400級) (単位：㎜)JISターンバックル筋かいターンバックル筋かい等

厚さ×幅

gt×B

(1)

(2)

へりあき (2)

へりあき (2)

(3)

(1)

パイプ式には、質量規定なし。

ｅ1,ｅ2が確保されていれば形状は自由でよい。

ｇｔ：ガセットプレートの板厚

Ｂ：ガセットプレートの有効幅

(㎝)

(㎝)

(2)

(3)

d

Ｐ

Ｂｅ2

ｅｅ1 1

1

図７.１ ガセットプレート (設計資料2-2(2))

d

S
3e

d
1

R

d

S

e
e1

1

3e

e 2

d
1

t

長さ

長さ

R e
e1

1

e 2

P

R

図７.２ ガセットプレートの種類

≧ e

２
S以

上

２
S以

上

≧
e

2
＋2S ≧

e

2
＋4S

＝ ＋1 2
2

1

ＴＹＰＥ① ＴＹＰＥ② ＴＹＰＥ③

図７.３ 羽子板ボルト（M10～M22)

S

S

S

(JIS A5542 付表1a)

(設計資料2-2(2))

t

A A

L

右ねじ左ねじ

A A

L

右ねじ左ねじ

Ｌ：胴の長さ

Ａ：有効ねじ部の長さ

「割 枠 式」 「パイプ式」

ターンバックル胴図７.５ (JIS A5541 付表1)

図７.４ 羽子板ボルト（M24～M33) (JIS A5542 付表1b)

図６.９

図６.１０

図６.１１

Ｑ 、 Ａ ：

フランジについて

ウェブについて

設計用継手性能について

フランジのボルト配列でｎ は材軸方向のボルト行数を、ｍ はフランジ幅方向のボルト数（千

フランジボルトのゲージ寸法
外添板　 ：板厚と長さを表示、板幅は、フランジの呼称幅

板厚と板幅を表示、長さは、外添板の長さと同じ内添板　 ：

Ｐ

ウェブのボルト配列でｍ は梁せい方向のボルト数を、ｎ は材軸方向の列数を表す。

：梁せい方向のボルトピッチ。数値の頭に※が付いている場合には、ウェブの材軸方向のボルト

並びをフランジのボルト並びに対して半ピッチ(30㎜)外側にずらすことを表している。

添板寸法 ：ウェブの添板寸法。幅は梁せい方向の寸法、長さは材軸方向の寸法を表す。

Ｍ

Ｍ 、 Ｚ ：

：継手の最大曲げ強さ（有効３桁）

Ｌ

ｇ 、ｇ  ：

ｎ ×ｍ  ：

α

F F

1

ｍ ×ｎ  ：
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W W
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ｙ ｄ

ｙ ｄ W

ｕ

J

ｑ

F

F鳥配置の場合には、ｍ ＝２で表示）を表す。
F

W W

ｕ：Ｍ を梁母材の全塑性モーメントで除した値。（小数１桁目に切り捨て）※は、α値（付表2.1）

設計用短期許容曲げモーメント（有効３桁）及び設計用断面係数（有効３桁）

設計用短期許容せん断力（有効３桁）及び設計用せん断断面積（有効４桁）

を満たさなかったことを表す。（小数２桁目に丸めた値で表示する）
：せん断に対するα値（付表2.1）を満たす最小スパン長（小数２桁目に切り上げ）
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(付図2.1)(単位：㎜)フランジ高力ボルト配置パターン図図８.１

(2) ウェブの高力ボルト配置

(単位：㎜)図８.２ (付図2.2)ウェブの高力ボルト配置パターン例図

ボルト本数の偶数奇数によらず、ウェブ心から上下均等に振分けとする。(注)

Ｈ＜２００、 Ｈ＜２００、(b) (c) Ｈ＝２００、

＝６０未満の場合＝６０未満の場合＝６０以上の場合
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(単位：㎜)図８.３ ウェブとフランジのボルト配置関係 (付図2.3)

フランジのボルト位置 フランジのボルト位置 フランジのボルト位置

９．鉄骨工事の精度
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中日本建設コンサルタント㈱

A-20S=NONE

木曽岬町役場　建設課

木曽岬町弘法池受水場耐震補強工事工事名

図面名

作成年月日

縮　尺

会社名

事業所名

図面番号

鉄骨標準図（3）



L-100x100x13
6-M20

5-M16
L-75x75x9

2L-100x100x13

2L-100x100x13

L-75x75x9
5-M16

H-194x150x6x9

L-100x100x13
6-M20

5-M16
L-75x75x9

2L-100x100x13

2L-100x100x13
6x2-M20

L-75x75x9
5-M16

5-M16
L-75x75x9

5-M16
L-75x75x9

H-194x150x6x9

補強ブレ－スBR75

補強ブレ－スBR75

補強間柱P194

補強ブレ－スBR75

補強ブレ－スBR75

補強間柱P194

補強ブレ－スBR75

補強ブレ－スBR75

6x2-M206x2-M20

6x2-M20

補強ブレ－スBR100B

補強ブレ－スBR100A 補強ブレ－スBR100A

補強ブレ－スBR100B

補強ブレ－スBR100B補強ブレ－スBR100B

H-194x150x6x9
補強間柱P194

H-194x150x6x9
補強間柱P194

1,250 1,250

1,
10

0

50
0

500 306

1,
50

0

1,100 1,100

2,
50

0
50

0

1,
10

0
30

0

1,
40

0

T T

CB1

CB1

CB1

B
3

B
3

B
3 B
3

B
3

B
3

B3

B3

CB1

CB1

C
B
1

C
B
1

B
3

B3

TT
T

G
1

G2

B2

B1B1

B2

G2

B1 B1

G2G2

T
TT

G
1

G
1

C1

P1

P1

P1

P1

P1

P1

C1 C1

C1C1

C1

P1

1S1 1S1

1S2

1S3

6,000 6,000

12,000

4,
50

0
4,

50
0

9,
00

0

6,000 6,000

12,000

4,
50

0
4,

50
0

9,
00

0

1 2 3

A

B

C

1 2 3

A

B

C

符　　　号 部　　　材

BR75 L - 75 x 75 x 9 SS400 t = 95 - M16

補強部材リスト

L - 100 x 100 x 13 SS400 t = 126 - M20BR100A

SS400 t = 12BR100B 2L - 100 x 100 x 13 6x2 - M20

ブレ－ス脚部接合部は詳細図参照

ブレ－ス脚部接合部は詳細図参照

ブレ－ス脚部接合部は詳細図参照

注）・溶接用スカラップは20mmとする。

P194 SS400H - 194 x 150 x 8 x 9
(4 - M16) (t = 9)

t = 126 - M20 間柱脚部は詳細図参照

既存部材リスト

特記なき限り、G.PL:SS400、H.T.B:S10T

ブレ－スBR75取付部については( )内とする。

G1 H-350×175×7×11
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ホイストレール I-200×100×7×10

G.PL 備　　　考H.T.B材　種

令和8年2月

中日本建設コンサルタント㈱

A-21S=1/50

木曽岬町役場　建設課

木曽岬町弘法池受水場耐震補強工事工事名

図面名

作成年月日

縮　尺

会社名

事業所名

図面番号

伏図・部材リスト

1階床伏図　S:1/100 1階天井図　S:1/100

電気室

ポンプ室

発電機室

滅菌室
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令和8年2月

中日本建設コンサルタント㈱

A-22S=1/50

木曽岬町役場　建設課

木曽岬町弘法池受水場耐震補強工事工事名

図面名

作成年月日

縮　尺

会社名

事業所名

図面番号

軸組図

C通　軸組図　S:1/100

A通　軸組図　S:1/100 1通　軸組図　S:1/100

3通　軸組図　S:1/100
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木曽岬町役場　建設課

木曽岬町弘法池受水場耐震補強工事工事名

図面名

作成年月日

縮　尺

会社名

事業所名

図面番号

A通　補強詳細図

A通　補強詳細図　S:1/20

　　・電気室地下に設置する部材は溶融亜鉛メッキを行う。

電気室
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中日本建設コンサルタント㈱
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木曽岬町役場　建設課

木曽岬町弘法池受水場耐震補強工事工事名

図面名

作成年月日

縮　尺

会社名

事業所名

図面番号

C通　補強詳細図

C通　補強詳細図　S:1/20
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木曽岬町役場　建設課

木曽岬町弘法池受水場耐震補強工事工事名

図面名

作成年月日

縮　尺

会社名

事業所名

図面番号

3通　補強詳細図

3通　補強詳細図　S:1/20

　　・発電機室地下に設置する部材は、溶融亜鉛メッキを行う。

ポンプ室発電機室 滅菌室
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4,500 4,500

9,000

1,1002,650 650

150

2,450

750

300

125 95 80

(H-100x100x6x8) (□-300x300x9)(H-100x100x6x8)

G1
(H-350x175x7x11)

(H-100x100x6x8)(□-300x300x9)
P1 C1

P1
C1 P1

1FL

設計GL

(水上)
(水下)

柱
心

柱
心

新
設
間

柱
心

G
P
L
心

柱心

GPL心

柱心

G
P
L
心

柱
心

G
P
L
心

GPL心

壁仕上げ面

950950
3,

50
0

33
0

30

10
0

17
5

15
0
15

0

15
0

15
0

30
0

30
0

無収縮モルタル t=30

BPL-16
接着系アンカー 20-M24
有効埋め込み長 7da

無収縮モルタル t=30

BPL-16
接着系アンカー 2-M12
有効埋め込み長 7da

BPL-16
接着系アンカー 20-M24
有効埋め込み長 7da

注）・接着系アンカ－ボルトは全ネジボルトとする。

ﾍﾞｰｽﾌﾟﾚｰﾄ

平座金

9

φ

φ = アンカーボルト径 + 1mm

7
5

75

B C

1

11

A

1

A

228

160 160

456

160

160 160 160

160 160 16020
0

20
0

20
0

20
0

16
6

385

395

160 160 320

63

50

80 216

80

30
25

0

80

30
25

0
50

80

63

20
0

200

76

60 60

60

89
0

6060

240

215

89
0

117.5
32.5

235

72.5 90 72.5

160 160 160

320 160 160

120 120

40
40

9882
20

0
20

0
20

0
20

0
16

6
60

20

11
5
15

0
11

0

40

120 120

40

240

28
5

28
5

令和8年2月

中日本建設コンサルタント㈱

A-26S=1/20

木曽岬町役場　建設課

木曽岬町弘法池受水場耐震補強工事工事名

図面名

作成年月日

縮　尺

会社名

事業所名

図面番号

1通　補強詳細図

1通　補強詳細図　S:1/20

8-M27(SNR490)

　　・電気室地下に設置する部材は、溶融亜鉛メッキを行う。

電気室 ポンプ室



電気室

令和8年2月

中日本建設コンサルタント㈱

A-27S=1/20

木曽岬町役場　建設課

木曽岬町弘法池受水場耐震補強工事工事名

図面名

作成年月日

縮　尺

会社名

事業所名

図面番号

床改修詳細図

短辺(主筋)方向配筋 長辺(配力筋)方向配筋
備考

全　断　面全　断　面
符　号 スラブ厚 位置

床リスト

下端筋

上端筋
1S1 300 1階床

D13 - @200

D10,D13 - @250

D13 - @250

D10,D13 - @200

1S1

発電機室

1S1

1150 1270225 50

1
00

0
3
60

1
20

9
80

2
00

3
80

400

100

450

1
10

0
1
30

3
49

5

6225

20404135 50

250200 1640

▽カッター入れ

5
05

 床仕上撤去復旧範囲（モルタル塗り厚30、無筋コンクリート厚300(Fc21-18-20)）

 床スラブ撤去復旧範囲（鉄筋はつり出し(=既設鉄筋利用)、補強鉄筋適宜追加、コンクリート充填(Fc21-18-20)）

 既設配筋

開口補強筋：2-D13 縦横斜め 上下とも

 床補強筋（既設同径同ピッチ）

 アンカーボルト用　床スラブの穿孔

 アンカーボルト用　床スラブの穿孔 

 アンカーボルト用　床スラブの穿孔

床改修詳細図　S:1/20

505

▽
カ
ッ

タ
ー

入
れ

 床仕上撤去復旧範囲（モルタル塗り厚30、無筋コンクリート厚300(Fc21-18-20)）

▽カッター入れ

φ600

 床スラブ撤去復旧範囲（鉄筋はつり出し(=既設鉄筋利用)、補強鉄筋適宜追加、コンクリート充填(Fc21-18-20)）

 床仕上撤去復旧範囲（モルタル塗り厚30、無筋コンクリート厚300(Fc21-18-20)）

△カッター入れ

 床撤去範囲（コンクリート及び鉄筋撤去）及びマンホール設置

 開口補強筋　D13上下

▽GL

1
80

1
50

3
00

3
0

3
00

A

600 250 200

180

▽1FL

▽1SL

A-A断面詳細図　S:1/20

1
18

0
5
00

140
既設配管・配線

30φ×7

△
カ

ッ
タ
ー

入
れ

 フレアー溶接（片面10d+2d）

 カッター入れ

 ハツリ（既設鉄筋はつり出し）

 既設鉄筋

 床補強筋（D13としピッチは既設配筋に合わせる）

あと施工アンカー　埋込長13da又はJCAA認定品仕様 

A A

注）・マンホール廻りの既設コンクリートは、既設鉄筋が180㎜以上露出する（250㎜程度）ようハツリを行う。

　　・補強鉄筋はD13とし、既設鉄筋に片面溶接（10d+2d）により接合する。

　　・カッター入れ及びハツリは、既設埋設配管を損傷しないよう十分注意すること。

床モルタル撤去

600

1
44

5



令和8年2月

中日本建設コンサルタント㈱

A-28S=1/10

木曽岬町役場　建設課

木曽岬町弘法池受水場耐震補強工事工事名

図面名

作成年月日

縮　尺

会社名

事業所名

図面番号

屋根防水改修詳細図

A

225

▽
壁

芯

▽
柱

芯

A

塩ビシート防水接着工法
[立上り部・ドレン廻り]

塩ビシート防水機械的固定工法
[平面部]

改修用ドレン

既存ゴムシート防水撤去
[立上り部]

既存ゴムシート防水残置
[平面部]

屋根防水改修図（改修前）　S:1/10

225

▽
壁

芯

▽
柱

芯

屋根防水改修図（改修後）　S:1/10

1
00

6
00

▽梁天端水下1
00

6
00

▽梁天端水下

▽パラペット天端 ▽パラペット天端

アルミ笠木取外し
W=225

アルミ笠木再設置
W=225

▽梁天端水上▽梁天端水上

150 150

300程度

既存ゴムシート防水撤去
[ドレン廻り]



令和8年2月

中日本建設コンサルタント㈱

A-29S=1/50

木曽岬町役場　建設課

木曽岬町弘法池受水場耐震補強工事工事名

図面名

作成年月日

縮　尺

会社名

事業所名

図面番号

外壁改修図（北面・南面）

位置及び記号 部位 改　修　工　事　内　容

1

2

3

外壁改修工事

ひび割れ0.2ｍｍ未満：シール工法（可とう性エポキシ樹脂塗り）

ひび割れ0.2ｍｍ以上：Ｕカットシール材充填工法（可とう性エポキシ樹脂充填平滑仕上 ※1.0㎜以上はシーリング材）

モルタル浮き部：アンカーピンニング全面エポキシ樹脂注入工法

モルタル欠損部：充填工法（プライマー塗布、ポリマーセメントモルタル充填）

4

湿式ディスクグラインダーケレン工法、既存塗膜除去部の下地処理及び下地調整Ｃ?－２

5 鉄筋露出を伴う欠損：充填工法（ケレン、防錆材塗布、プライマー塗布、エポキシ樹脂モルタル充填）

鉄筋露出のない欠損：充填工法（プライマー塗布、ポリマーセメントモルタル充填）6

7

8

9 外壁塗装面 複層塗材Ｅ吹付

外壁

事前調査（目視・打診による確認、計測及び図面記入）

位置及び記号 部位

10 外壁目地 シーリング再充填工法（既存シーリング撤去の上　ポリウレタン系シーリング新設）

防水改修工事

改　修　工　事　内　容

11 建具廻り シーリング再充填工法（既存シーリング撤去の上　ポリウレタン系又は変成シリコン系シーリング新設）

▽GL

123

▽GL

1 2 3

4

10

9

8

7

3

44

6

19
20

21

24

29

33

27

28
31

30

22
23 25

26 32

34

36

41

43

46 49

35

37 38

39

55

54

48

47

5350

51

52

40 45

42

44

4

4
3

4

4

10

11 11
11

11

位置 番号 種別

南面

19 クラック 0.20 160

20 クラック 0.30 30

21 クラック 0.50 100

22 クラック 0.20 40

23 割れ 30

24 クラック 0.20 30

25 割れ 13

26 割れ 60

27 クラック 0.20 100

28 クラック 0.20 30

29 クラック 0.20 40

30 クラック 0.20 30

31 クラック 0.20 30

32 割れ 15.00 60

33 クラック 0.30

34 割れ 1.00 30

35 クラック 0.20 30

36 割れ 10.00

37 クラック 0.20

38 クラック 0.30

39 クラック 0.30

40 割れ 1.00 80

41 割れ 3.00 30

42 割れ 1.00

43 割れ 5.00 98

44 割れ 1.00

45 割れ 5.00 50

46 割れ 1.00 30

47 クラック 0.20 60

48 クラック 0.20 50

49 クラック 0.10 30

50 クラック 0.20 60

51 クラック 0.10 120

52 クラック 0.20 90

53 クラック 0.20 40

54 クラック 0.20 70

55 クラック 0.20 120

位置 番号 種別 幅(mm) 長さ(cm)

南面

6 クラック 0.15 30

7 クラック 0.20 10

8 クラック 0.30 20

9 クラック 0.20 20

1.00

1.00

1.00

60

60

15

30

50

60

30

幅(mm) 長さ(cm)

：割れ

：仕上げ材浮き

：ひび割れ

凡 例

：錆

：漏水・汚れ

※　クラックの幅、長さは参考値である。

外壁改修図（南面）　S:1/50

外壁改修図（北面）　S:1/50

外壁

外壁

外壁

外壁

外壁

外壁

外壁

6
0
0

3
2
5
0

4
0
0

4
2
5
0

6
0
0

3
2
5
0

4
0
0

4
2
5
0

△ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △

△ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △△△△△△

△ △

△：縦目地を示す。

△：縦目地を示す。

建具寸法表
符号 W H

AD1

AW1

GF1

SD1

SD2

AD2

1700 2500

900 2000

500 1750

475 1715

1700 2000

1700 2000

SD2AW1AW1

GF1 GF1 GF1 GF1 GF1 GF1



令和8年2月

中日本建設コンサルタント㈱

A-30S=1/50

木曽岬町役場　建設課

木曽岬町弘法池受水場耐震補強工事工事名

図面名

作成年月日

縮　尺

会社名

事業所名

図面番号

外壁改修図（西面・東面）

A B C

ABC

10

10

3

2

4

5

34

1

4

10

11
15

16

12
13

14

4

4

4

4 3
4

18

17

4

11

11

11 11

位置 番号 種別

東面

1 クラック 0.20 100

2 クラック 0.10 144

3 クラック 0.15 125

4 クラック 0.30

位置 番号 種別

西面

10 クラック 0.20

11 クラック 0.20 210

12 クラック 0.20 40

13 クラック 0.10 30

14 クラック 0.20 40

15 クラック 0.10 120

16 クラック 0.10 60

17 クラック 0.20 30

18 クラック 0.20 70

5 割れ

30

0.30 100

30

幅(mm) 長さ(cm)

幅(mm) 長さ(cm)

位置及び記号 部位 改　修　工　事　内　容

1

2

3

外壁改修工事

ひび割れ0.2ｍｍ未満：シール工法（可とう性エポキシ樹脂塗り）

ひび割れ0.2ｍｍ以上：Ｕカットシール材充填工法（可とう性エポキシ樹脂充填平滑仕上 ※1.0㎜以上はシーリング材）

モルタル浮き部：アンカーピンニング全面エポキシ樹脂注入工法

モルタル欠損部：充填工法（プライマー塗布、ポリマーセメントモルタル充填）

4

5 鉄筋露出を伴う欠損：充填工法（ケレン、防錆材塗布、プライマー塗布、エポキシ樹脂モルタル充填）

鉄筋露出のない欠損：充填工法（プライマー塗布、ポリマーセメントモルタル充填）6

7

8

9 外壁塗装面 複層塗材Ｅ吹付

外壁

事前調査（目視・打診による確認、計測及び図面記入）

位置及び記号 部位

10 外壁目地 シーリング再充填工法（既存シーリング撤去の上　ポリウレタン系シーリング新設）

防水改修工事

改　修　工　事　内　容

11 建具廻り シーリング再充填工法（既存シーリング撤去の上　ポリウレタン系又は変成シリコン系シーリング新設）

外壁改修図（東面）　S:1/50

外壁改修図（西面）　S:1/50

：割れ

凡 例

：ひび割れ

：漏水・汚れ

：錆

：仕上げ材浮き

※　クラックの幅、長さは参考値である。

外壁

外壁

外壁

外壁

外壁

外壁

外壁

6
0
0

3
2
5
0

4
0
0

4
2
5
0

6
0
0

3
2
5
0

4
0
0

4
2
5
0

△△△△ △△ △△△ △ △ △ △

△ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △

△：縦目地を示す。

△：縦目地を示す。

建具寸法表
符号 W H

AD1

AW1

GF1

SD1

SD2

AD2

1700 2500

900 2000

500 1750

475 1715

1700 2000

1700 2000

GF1 GF1 AD2

AD1

SD1

湿式ディスクグラインダーケレン工法、既存塗膜除去部の下地処理及び下地調整Ｃ?－２



令和8年2月

中日本建設コンサルタント㈱

A-31S=1/50

建築設備平面図（改修前・改修後）

工事名

図面名

作成年月日

縮　尺

会社名

事業所名

図面番号

木曽岬町役場　建設課

木曽岬町弘法池受水場耐震補強工事

N

改修前　１階平面図　S:1/50

▽柱芯

△壁芯

▽
壁
芯

△
柱
芯

△
壁
芯

▽
柱
芯

△柱芯

▽壁芯

DN

電気室
発電機室

ポンプ室上部

滅菌室

6000

12000

1

225 6000

2

225

3

4
5
0
0

9
0
0
0

2
2
5A

4
5
0
0

C 2
2
5

B

2
5
0
0

改修後　１階平面図　S:1/50

▽柱芯

△壁芯

▽
壁
芯

△
柱
芯

1000

△
壁
芯

▽
柱
芯

△柱芯

▽壁芯

DN

電気室
発電機室

ポンプ室上部

滅菌室

2000

6000

12000

1

225 6000

2

225

3

4
5
0
0

9
0
0
0

2
2
5A

4
5
0
0

C 2
2
5

B

φ600

電灯分電盤
L-1

IV2.0mm×2,IV1.6mm×2 IV2.0mm×2,IV1.6mm×5
GP28GP16

IV2.0mm×2,IV1.6mm×2
GP16

IV2.0mm×2,IV1.6mm×2
GP22

IV2.0mm×2,IV1.6mm×5
GP28

撤去(1.0m)

新設(1.0m)

新設(1.0m)

アウトレットボックス
新設アウトレットボックス

撤去

発電機排気ファン動力配線
CV3.5sq-3C

新設

9
5
0

2300

1230

1
0
9
0

発電機排気ファン動力配線
CV3.5sq-3C

撤去
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中日本建設コンサルタント㈱

A-32S=1/50

木曽岬町役場　建設課

木曽岬町弘法池受水場耐震補強工事工事名

図面名

作成年月日

縮　尺

会社名

事業所名

図面番号

12

6000 6000

3

225 225

▽
壁

芯

△
柱

芯

△
壁

芯

▽
柱

芯

12000

2
8
3
0

6
4
8
0

3
6
5
0

▽GL

▽梁天端水下 ▽梁天端水上1
0
0

6
0
0

3
0
0

2
5
3
0

▽B1SL

1
5
0

▽B1FL

3
5
0
0

▽1FL

電気室発電機室

50001000

12

6000 6000

3

225 225

▽
壁

芯

△
柱

芯

△
壁

芯

▽
柱

芯

12000

2
8
3
0

6
4
8
0

3
6
5
0

▽GL

▽梁天端水下 ▽梁天端水上1
0
0

6
0
0

3
0
0

2
5
3
0

▽B1SL

1
5
0

▽B1FL

3
5
0
0

▽1FL

電気室発電機室

50001000

AC室内機

ACコンセント

換気扇

3
5
0

建築設備断面図1（改修前・改修後）

改修前　A通り断面図　S:1/50 改修後　A通り断面図　S:1/50

換気扇

ACコンセント

AC室内機

2
5
0
0

※ルームエアコンは耐震補強部材の支障にならない位置に移動する。
　なお、冷媒管及び接続線は撤去・新設とする。

取外し

2
6
0

再設置
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木曽岬町役場　建設課
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縮　尺
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換気扇電気配管

改修前　3通り断面図　S:1/50
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追加特記仕様書 

 

①現場着手前に監督員と現場立ち会いを実施し、施工範囲等について確認を行ってから施工に着手

すること。  

 

 

②施工地域に近接する家屋等については、受注者にて詳細な施工日や騒音・振動対策などの工事説

明を実施すること。 

 

 

③同時期に水道施設修繕工事（機器設備）も予定しているため、こちらの業者が決まり次第、日程調

整等行う。 

  

 

④アスベスト調査後、検出されず施工不要の場合は減額対象とする。  

   

 

⑤同施設は重要給水施設となるため、災害時等緊急を要する場合は、指示があり次第、速やかに導

線の確保に協力すること。 

  

 


